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第一話








「え？　レバニラ定食が作れない？」

「……申し訳ありません」

　常連客である国くに森もり透とう夜やの美しい顔が怪訝に歪む様子を見て、星ほし川かわ百もも花かは注文用紙とボールペンを握りしめたまま、身に着けている白いエプロンの裾へシュンと視線を落とした。

　透夜はすらりとした長身と整った顔立ちを持つ、三十一歳の青年だ。郷さと見み総合病院第一外科のドクターである彼は、病院の敷地を出てすぐの場所にあるこの『星川食堂』を気に入ってくれている。

　食堂はカウンター席が五つとテーブル席が大小合わせて七組というこぢんまりとした店構えだが、和食に洋食、中華や麺類の定番はある程度網羅している。その中でも透夜は中華メニューならチャーハンとレバニラ定食、洋食メニューならオムライスとハヤシライスがお気に入りらしい。そのレバニラ定食を今日は提供できないと告げると、あからさまに悲しそうな顔をされてしまった。

「仕方ない。じゃあ野菜炒め定食にしておくか」

「ありがとうございます。お父さん、野菜炒め定食一つ」

「おう」

　百花が厨房にいる父に注文を告げると、カウンター越しに短い返答が聞こえる。父の隣でにこりと笑った母が「百花、これ先生にサービスね」と出してくれたのは、百花と母が毎朝作っているポテトサラダだった。

　星川食堂の営業時間である午前十一時から午後十時のうち、日中は通院患者や見舞いにくる家族、夕方以降は病院職員の来店が多い。透夜もそのうちの一人で、忙しさのあまり自分で食事を準備する余裕がないのか、特に日勤の残業後はいつも食堂に足を運んでくれる。

　透夜の目の前にポテトサラダを置くと「ありがとな」と笑顔を向けられた。

　閉店間際の午後九時半にもなると他の客は誰もいない。今夜も透夜が最後のお客さんだ。だからこそ余ったメニューをサービスすることも出来るのだが、百花の表情の暗さから透夜はすぐに何かを察したらしい。

「レバー、値上がりしたのか？」

「あ、いえ……そうではないんですけど」

　静かな声で訊ねられると、普段は明るく接客している百花の声もつい沈んでしまう。

　一瞬、客である透夜の質問は受け流すべきだと思った。だが頭が良く洞察力に優れる彼に浮かない表情を見せてしまった時点で、誤魔化しは効かないだろう。

　ちらりと厨房を見遣ると父と目が合う。しかし特に何も言われなかったので、その態度が父の答えだと判断した。

「実はここ最近、売り上げが落ちていて……」

「ん？　売り上げって、この食堂のか？」

「はい。なのでいくつかメニューを削って材料を厳選することになったんですが、レバーはレバニラ炒めにしか使わないので……。採算を考えたときに真っ先に減らす候補に上がってしまいました。ごめんなさい、国森先生が好きなのは知っていたんですけど」

「いや、それはいいんだが」

　そう、星川食堂は現在経営不振の真っ只中だ。

　病院の敷地を出て横断歩道を渡ってすぐ、コンビニエンスストアと院外調剤薬局の間に挟まれ、裏手には専用駐車場も完備しているという好立地。それにも関わらず、ここ数か月で売り上げはどんどん低下してきている。郷見総合病院の開院と同時期からこの地に店を構え、昔から近所の住人にも病院職員にも患者にも愛されてきた食堂は、今、過去にないほどの赤字に直面しているのだ。

「それは、メニューをいくつか削れば解決できるような状態なのか？」

「……」

　痛いところを突かれる。

　確かに最初はゆるやかだった経営苦が日を追うごとに加速している状況を考えると、メニューを削っただけで解決できるとは思えない。むしろそのメニューを好いてくれている常連客に寂しい思いをさせるだけのように思う。

　だからこれがその場しのぎの悪策であることは百花も父も母も理解しているが、それでも現状では他に打つ手がないのだ。

「はいよ、先生。野菜炒め定食だ」

「ありがとうございます。いただきます」

　項垂れる百花の隣にやってきた父が、透夜のテーブルに出来上がった定食を置く。野菜炒め、中盛りライス、たまごスープ、胡瓜とハムの冷菜がセットになった野菜炒め定食を目にすると、かなりの空腹と思わしき透夜の表情がふっと綻んだ。

　市内有数の大病院、郷見総合病院に勤める外科医の国森透夜は、相当な美青年だ。整った輪郭に切れ長の目と高い鼻を併せ持ち、線が細い印象の割に腕にはしっかりと筋肉がついた、男性らしい身体つきをしている。医者なのだから言うまでもなく高学歴で高収入。加えて性格は穏やかで話しやすく、中身まで完璧なエリートドクターであると患者からの評判も良い。

　そんな彼が八百五十円の野菜炒め定食を満足そうに頬張っているのを見ると、あまりのギャップに申し訳なさを覚えてしまう。高級肉や新鮮な魚介類、キャビアやトリュフといった珍しい食材を使ったメニューがなくてごめんなさい、と謝りたくなってしまう。その一方で透夜が嬉しそうに食事をする姿は、実家の食堂で働く百花がささやかなやりがいを感じる瞬間でもあった。

「大将、そんなに経営が芳しくないんですか？」

　たまごスープを啜った透夜が、ふと椀から視線だけを上げて父に問いかける。

「売り上げが落ちてるのは主に夜の営業だなぁ。前は仕事帰りの病院職員も来てくれてたが、ここ数か月で一気に人が減ったみてぇだ」

「夜だけ？」

「ああ。だから本当は昼営業だけにすればいいんだろうが、そうすると売り上げはなおさら減っちまう。それならいっそ赤字が膨らむ前に店を畳もうか、とも話してたところだ」

「……。ここより美味い食堂なんてないから、無くなると俺も困るんだが……」

　父の考えを聞いた透夜がぽつりとそう漏らした。

　彼の横顔を見つめた百花は、

（国森先生、毎日遅いもんね。お医者さんって大変だなぁ）

　と呑気なことを考える。

　もちろん星川食堂の経営不振は家族三人がまとめて職を失うかもしれない危機的状況だ。

　それでも百花は父や母が作るご飯はどれも美味しいし、自信をもって他人に勧められると思っている。だからこの味さえ変わらなければ、多少の困難は乗り越えられると信じているのだ。

　けれど話を聞いた透夜は、百花よりもよほど真剣に食堂の経営不振について考えてくれたらしい。

「大将。俺に、この店を援助させてくれませんか」

　食事の手を止めて箸を置いた透夜が、父の顔をもう一度見上げる。その申し出の意味をすぐに理解できなかったのは、百花だけではなく父も同じだったようだ。

　ほどなくして我に返った父が、手と首を同時にブンブン振り回す。

「いやいや、何言ってんだ先生。先生にそんなことさせられねぇよ！」

「けど今までのように夜も営業してもらわないと、俺が困るんです。この店がなくなったら、俺はどこに飯を食いに行ったらいいんですか？」

　透夜の真面目な表情と言葉はきっと本心なのだろう。

　確かに病院と食堂が目と鼻の先にあるため立ち寄りやすくはあるが、少し離れた繁華街に足を向ければ、飲食店など星の数ほど存在する。その中から自分好みの店を見つけて好きなものを食べてもいいはずなのに、透夜はこの食堂に足しげく通ってくれるのだ。

　だから営業してくれないと困るという言葉も、食堂を潰さないために資金援助をしたいという提案も、偽りではなく彼の本音なのだろうと理解できる。

「嬉しいねぇ。先生にそう言ってもらえるなんて、本当に嬉しいや」

　父が感動したように呟く。その言葉には百花も同意だ。

「でも、そこまでしてもらうわけにはいかねぇよ。気持ちはありがたいが、これは俺たち家族で解決しなきゃなんねぇ問題なんだ」

　けれど、いや、だからこそ透夜に迷惑はかけたくない。自分の家の問題は自分たちで解決しなければならない。

　そう口にする父に同意して頷く百花だったが、ふと意味深な問いかけが耳に届いた。

「……家族ならいい、と？」

　透夜がぽつりと呟いた台詞に、百花と父が同時に首を傾げる。

「でしたら、百花さんと結婚させてください」

「……。……は？」

「……ん？」

「えっ……？」

　さらり、と。

　何でもないことのように透夜が言い放つので、父や百花だけではなく、厨房の隅で中華鍋を洗っていた母まで驚きの声をあげた。

　しかし透夜の提案を理解できずに固まる親子三人をよそに、彼の態度は飄々としたもの。

「俺が家族なら、支援を受けてくださるんですよね？　それでも援助に抵抗があるようなら、とりあえず結納金を受け取って頂く、という形でも構いません」

「いやいやいや、国森先生!?　何をおっしゃってるんですかっ？　正気ですか!?」

　透夜が淡々と並べる言葉を聞いて、百花が真っ先に我に返る。そのついでに透夜の言葉を全力で否定する。医者という頭が良い職業に就く人でも、朝から晩まで回診と診察と手術と会議をこなして疲労が限界に達すると、意味不明なことを言い出すらしい。

　だが透夜の言動がおかしいと思っているのは百花だけのようだった。

「俺、この食堂の味が好きなんです。だからここが無くなるのを黙って見ているわけにはいきません。俺に出来ることなら何でもしますから」

「天才外科医の国森先生がそこまで言ってくれてるのに、ご厚意を受けないわけにはいかないなぁ！」

「ちょっとちょっと、お父さん!?　本気!?　お酒飲んでるの!?」

　料理への称賛と突拍子もない提案を交互に並べられて思考が停止したのか、父があっさりと受け入れる。衝撃的な申し出に驚いたものの、父は大事な一人娘を売るような薄情者ではない。──と思っていたのに、まるで百花の確信を裏切るように透夜の提案を承諾してしまう。

　現在二十六歳の百花は、高校を卒業してすぐに両親が経営するこの星川食堂に就職した。以来八年間、Ｔシャツとストレッチパンツ姿にエプロンを身に着けて、食事の注文を取ったり会計をしたりと食堂の中を忙しく動き回っている。

　他の会社や企業に勤めた経験はなく、まして医療関係の仕事なんて想像も出来ない。エリートドクターだともてはやされる透夜と結婚したところで、頭のいい会話なんて出来ないし、生活環境も異なるだろう。医師の妻の役目など、絶対に務まるはずがないのに。

「先生、うちの百花で本当によろしいのですか？」

「ええっ!?」

　なのに濡れた手を拭きつつ厨房から出てきた母まで、嬉しそうに目を輝かせている。

「お、お母さんまで何言ってるの!?」

「あら。国森先生が百花をお嫁さんに、って言ってくれてるのに、百花は嬉しくないの？」

「え……そ、それは……」

　それはもちろん、嬉しくないわけがない。百花はもう何年も前から、密かに透夜に憧れ続けていた。透夜が『美味しい』と口にするのを聞くだけで一日の疲れが消し飛んでしまうほど、彼の言葉や表情に癒されていた。

　けれど優秀なドクターである彼に自分が望まれることはあり得ないと理解していたから、食堂の従業員と常連客というありふれた関係で満足していたのに。

　口籠もる百花の様子を見た母が、透夜の方へ振り返り丁寧に腰を二つに折る。

「百花をよろしくお願いします」

「もちろん、ちゃんと大事にします」

「待って待って待って……!?」

　なぜ突然そんな話になるのだろう。いくらなんでも急展開すぎると思わないのだろうか。

　しかしこの状況についていけず困惑しているのは百花だけらしい。目が合った透夜ににこりと笑顔を向けられると、あまりの眩しさに言葉に詰まってしまう。

　透夜の姿に見惚れた百花は結局それ以上何も言えず、ドキドキと緊張したまま黙り込むしかないのだった。







第二話








　はじめは透夜も両親も冗談だったに違いない。そうだと信じたい。

　しかし百花が戸惑っているうちにとんとん拍子に話が進み、あれよあれよという間に本当に透夜との婚姻が成立してしまった。その間わずか二か月。スピード婚にもほどがある。

　透夜の両親は彼が幼い頃に亡くなっているらしい。両家の顔合わせどころか彼の身内に挨拶をすることもなく、役所に提出した婚姻届はものの数分ですんなりと受理されてしまった。本当に、あっという間の出来事だった。

　もちろんここに至るまでの間に、透夜にも両親にも百花自身の意思は確認されていた。強く拒否して引き返すタイミングは何度もあった。

　しかし百花が彼らの提案を受け入れることで星川食堂が存続し、透夜も両親もこれまで通りの生活を維持できる。食堂の仕事が忙しい百花には恋人などいなかったので、誰かとの恋仲を引き裂かれるということもない。それどころか、百花は透夜に長年想いを寄せていたのだ。

　だから百花も腹を括り、透夜と両親の提案を受け入れることにした。欲をいえば結婚する前に一度ぐらいちゃんとした恋愛をしてみたい気持ちはあったが、百花の承諾ですべてが丸く収まるのなら、これほど幸福なことはないだろう。

　──とはいえ、この状況にはどう対処すればいいのだろうか。

「そんな人身御供にされたような顔をするな」

「いえいえ、そんな生贄だなんて滅相も……」

　就寝時に着用しているワンピース姿でダブルベッドの中央にちょこんと正座した百花が、慌てて首と手を振って否定の意思を示す。しかし言い方を変えてみたものの、結局意味は一緒だ。

　透夜の家は、郷見総合病院や星川食堂から徒歩五分ほどの場所にある高層マンションの一室だった。真新しい白い壁とガラス張りの外観もお洒落だが、ミルキーホワイトとダークブラウンの家具や内装で統一された透夜の部屋も、落ち着きがあって居心地がいい。

　お互いの休みを合わせて婚姻届けを提出したので、今日からここが百花の家になった。だが「こんな素敵な家に住めるなんて！」と感動している場合ではない。

「確かに……百花は俺の気持ちなんて、知らないもんな」

　突然『初夜』という重大局面を突き付けられた百花があまりの緊張からカチコチに固まっていると、透夜が何かをぼそぼそと呟いた。

　上手く聞き取れなかったので、顔を上げてベッドの端に座った透夜の横顔を見つめる。彼の整った顔立ちと長いまつ毛を眺めていると、この人と結婚したという事実をじわじわと実感する。それと同時に申し訳ない気持ちが湧き起こった。

「あの……先生はうちの食堂のために私なんかと結婚して、本当によかったんですか？」

　それはこの二か月の間、何度も彼に確認してきた言葉だ。それでも再度訊ねずにはいられない。

「国森先生ならもっと可愛い人とか、美人な人とか、頭が良い人とか、他に素敵な相手がいると思うんですけど……」

　多くの医師が勤務する郷見総合病院の中でも、透夜は特に腕がいいと評判の心臓血管外科医だ。エリートドクターというだけで引く手数多であろうことは想像に容易いのに、さらに容姿端麗で性格も優しく穏やかである。

　そんな透夜の結婚相手が、特別美人でもなくこれといった特技もない百花のような人で、本当にいいのだろうか。いくら彼が食堂の味を気に入ってくれているからといって、思いきりが良すぎるのではないか。

「食事だって、高級料理とか、早くて美味しいデリバリーとか、珍しい食材を使ったフルコースとか色々食べれるじゃないですか。それなのに国森先生……」

「透夜」

「……え？」

「透夜、だ。百花」

　ふと話を遮った透夜の手が、百花の頬をそっと包み込む。そのまま頬を撫でるように、指先が耳の下から顎のラインを優しく辿っていく。ゆったりとした指遣いとじっと様子を窺う視線が求めるものを、時間をかけて理解する。

　百花の名字は先ほど『国森』に変わったのだ。確かに結婚して名字が同一になったのに、今までと同じように彼を名字で、しかも『先生』と呼ぶのはおかしいだろう。

「っ、透夜、さん……」

「そうだ」

　熱の籠った視線に戸惑いつつ名前を呼ぶと、透夜がゆっくりと笑う。けれど頬を撫でる手は百花から離れることはなく、どんどん下へ移動している。

「星川食堂の料理はどれも美味いよ。病院の飯より断然美味い」

「病院のご飯は、ちゃんと栄養バランスを考えて作られてますから」

「患者と違って職員はそこまで厳格じゃないぞ？　調味料はかけ放題だし、どこの休憩室にもデザートやカップ麺の自販機が置いてあるしな」

　透夜があっさりと自分の職場の食事より食堂の料理のほうがいい、と口にする。百花はすぐにフォローしたが、彼はそれも笑い飛ばした。相対的に食堂の料理を褒めているのではなく、本心から美味しいと思っている、と言いたいのだろう。百花はその何気ない言葉に、密かに喜びを覚えた。

「あの、先せ……透夜さん」

「ん？」

　そんな雑談に意識がそれているうちに、ベッドに上がってきた透夜が部屋の照明を落としてしまう。百花が透夜の行動の意味を確認する前に、肩を抱かれてシーツの上に身体を押し倒される。

「えっ……透夜さ……？」

「夫婦になったからな。一緒に寝るのは当然だろ」

「あの……でも、手が……」

「こうやって触れ合うのもあたり前」

　一緒に寝るだけではない。スピード結婚でも、恋愛感情がなくても、百花と透夜が夫婦になったのは事実だ。ならば彼の視線が求めるように二人が『そういう関係』になるのも、本来は自然なことなのかもしれないけれど。

「……嫌か？」

「え、えっと……」

　透夜に真剣な顔で確認され、つい返答に詰まってしまう。

　もちろん嫌ではない。自分の身体に自信があるわけではないし、透夜を喜ばせる方法を知っているわけでもないが、触れられること自体を拒否したいのではない。

　ただ、夫婦のふれあいは自然なことだとしても、百花はそもそも自分たちがちゃんとした夫婦だと言える自信がない。星川食堂への援助のために結婚したのなら、深い関係になる必要はない気がしてしまうのだ。

「嫌では、ないです。けど……その、する必要があるのかな、って……」

　手の甲で顔を隠し、視線を逸らしながらしどろもどろに返答する。その様子を見下ろしていた透夜が少し驚いたように目を見開いた。

「俺は百花のことを知りたい。百花にも、俺のことを知ってほしいと思ってる」

「……」

　真剣に言い募られ、照れて黙り込んでしまう。しかし透夜は百花の沈黙を別の意味に捉えたらしい。

「百花、セックスの経験は？」

「セッ……!?」

　透夜があまりにもストレートな問いかけをしてくるので、つい過剰反応してしまう。自分でも目がまん丸になっている自覚はあったが、至近距離で見つめ合うと急激な羞恥心に襲われて、驚いている場合ではなくなった。

「なっ、ない……です」

「そうか。よかった」

　透夜が安堵したようにそっと微笑む。

「大丈夫だ、怖がらなくてもちゃんと気持ちよくしてやるから」

　透夜の言葉に背中がぞくりと痺れる。食堂で定食を頬張るときとは違う妖艶な微笑みに、静電気とも悪寒とも違う、背骨に沿って熱の塊で肌を撫でられているような不思議な感覚が走り抜ける。百花が言いたいのはそういうことではなかったが、疑問の答えと熱い感覚の正体を知る前に、覆いかぶさってきた透夜にそっと唇を奪われた。

　ちゅ、と小さな音を立てて触れ合うだけのキスを一度。それから一瞬離れて表情を確認されると、同じような口付けを何度も繰り返してくる。

「っん、っ……ぁ」

　優しいキスは徐々に大胆に変化し、いつの間にか唇を強く吸われて開いた隙間から舌を挿し込まれている。所在なさげに引っ込んだ百花の舌に熱と唾液が絡み、同じ場所を食むように、ちゅ、ちゅる、と吸い上げられる。

　可愛らしいキスしか想像していなかった百花には、息継ぎの仕方などわからない。ぼうっとする頭で、透夜の激しい口付けを受け続ける。

「んぅ……ふ、っぁ……」

　舌の表面同士を擦り合わせられるたびに、唇の隙間から濡れた音が溢れて響く。キスの音に反応して、足の付け根がぴくっと反応する。透夜の舌に口の中を撫でられる甘さが心地良く、縋るように彼のシャツを握りしめてもぞもぞと身体を動かした。

「もう感じてるんだな。百花、本当にはじめてか？」

　ふ、と唇を離した透夜が耳の傍でそっと問いかけてくる。想像よりも激しいキスに困惑していることを悟られまいと、

「……そう、です」

　とどうにか呟いて身体の反応を誤魔化す。

　だが処女であることだけではなく、恋愛経験の浅さまで認めてしまったことに気付き、ハッと視線を上げる。すると百花の顔のすぐ横に腕をついた透夜が、嬉しそうに眼を細めて百花の腰をするすると撫で始めた。

「これはパジャマ？　下着？」

「えっと、ルームウェア、です」

「寒くないのか？　触りやすいし脱がせやすそうだから俺は大歓迎だが、身体が冷えそうだ」

「寝るまではパーカーも羽織ってるので……」

「ああ、さっき脱いだやつか」

　透夜の言葉にゆっくりと頷く。百花のルームウェアは薄いパイル生地でできた短めのワンピースだ。ベッドに入るまではふわふわと柔らかい生地で出来たパーカーも羽織っていたが、どちらかというと暑がりの百花なので、就寝時はそれも脱いでしまう。そうするとワンピースとショーツのみの薄着になってしまうが、今まではそれでも構わなかった。けれど今夜からは透夜が隣で眠る。

「確かにこれだけだと色々まずいな」

「ふぁっ……」

　透夜に見苦しいと思われる前にパーカーを羽織るべきだろうかと考える。だが起き上がろうとした百花の行動を阻止するように、薄い生地の上から左胸の頂点をすりすりと撫でられた。

「ん……んっ」

　突然敏感な場所を刺激するような触れ方をされ、思わず甘えるような声が零れてしまう。こんな風に性感帯に触れられた経験のない百花は、驚きや戸惑いと同じぐらい過剰な反応をしてしまう。

　けれど透夜に手を止める気配はない。布越しに乳首を撫でるくすぐったいようなもどかしいような感覚が、次第に熱を帯びた刺激に変わっていく。透夜の細長い指先に撫でられた場所がじん、と痺れる。

「尖ってきた」

　ぽつ、と呟くと同時に、身体を起こした透夜が両方の乳房を優しく包む。そのまま手のひら全体を動かすようにゆったりと胸を揉まれると、恥ずかしさで顔に熱が集中していく。

「あっ……ゃ、ん」

　火照った顔を透夜から隠すこともできず、されるがままになる。

　胸を揉む動きが徐々に激しくなっていく。胸全体の形を確かめるように強く揉まれ、その合間に胸の上で主張する突起を愛でるように摘ままれる。

「だめ……そこ、さわっちゃ、や……ぁ」

　不規則な刺激を与えられると、百花の思考は熱に浮かされたように霞んでいく。

　背中がシーツから浮く。だめ、と口にしている割に、もっと触ってほしいと強請るように自然と胸が前へ出て、彼の手の動きに合わせて身体も揺れ動いてしまう。

「あ、んっ……や、ぁ……せんせ……！」

「百花？」

「あ……透夜さ……ぁん」

　先生、と口にした瞬間、やや鋭い声で名前を呼ばれた。だから自分がまた間違えてしまったことに気付き、慌てて訂正する。

　しかし思考を奪われているうちに首元のリボンと前のボタンを外され、あっという間に胸が丸見えになるように乱されてしまう。

「ああ……可愛いな」

「だ、だめ……見ないで……っ」

　百花の身体をじっと見下ろした透夜が、ぽつりと感想を口にする。その声を聞いた瞬間にまた顔から火が出そうなほど恥ずかしくなるが、透夜は楽しそうな笑顔を浮かべるだけだ。

　百花の反応を確認した透夜が、剥き出しになった肌に触れてくる。布越しではなく直に胸を包む透夜の手の温度は、百花の予想より高い熱を帯びている。しかしその温かさとは裏腹に、節が骨張った男性らしい手の動きは大胆だ。

「ひぁっ……やぅ……！」

　すっかりと勃ち上がった乳首を左右同時にきゅっと摘ままれ、つい大きな声が零れてしまう。

　慌てて自分の口を押さえようとしたが、動きを察知した透夜に素早く腕を掴まれた。シーツの上に百花の腕を縫い留め、さらに彼の唇が百花の恥ずかしい声を奪う。

「ん……んぅ、……む」

　再び舌同士を絡め合い、百花の温度を確かめるようなねっとりと激しいキスを繰り返す。

　甘い感覚に酔いしれて脱力すると、腕を押さえていた手がするっと離れた。そのまま脇腹に移動した手が、ゆるやかな動きで腰のラインを通過し、ワンピースの裾から中へ滑り込む。

　一瞬、ピク、と身体が反応する。恥ずかしさとくすぐったさが急激に増幅する。照れている間に股の間まで移動した透夜の指が、ショーツの上から窪みの中心をクイッと押し込んだ。

「ふぁ、あっ」

「濡れてるな」

　熱を含んだ掠れた声が、百花の下着の状態を教えてくれる。

「俺とのキスが気持ちいい、触られて嬉しいと悦んでる証拠だ」

「や……っ、そんな……ぁ！」

　さらに詳しい説明を耳にして、ふるるっと身体が震える。すると照れる百花をさらに辱めるように、透夜の爪の先がレースの模様をカリッと引っ掻く。

「あ、ふぁ……ぅん」

　秘部に感じた強い刺激に、また甘い声が出てしまう。本当は官能に誘われて甘えるような声など出したくはない。なのに透夜の指の動きと言葉に操られたように、喉からは高い声ばかり溢れ出てしまう。

　百花は自分の反応を恥ずかしいと思うが、透夜はむしろそれが楽しいようだ。ショーツに施された模様を撫でる動きが、気が付けばどんどん淫らになっていく。

「膨らんできた。俺に触ってほしいって言ってる」

「や……言ってな……」

「ほら、濡れる前に全部脱いでしまえ。直接触ってやるから」

「まっ……ひゃぁ!?」

　制止を口にする前に、両足を持ち上げられてショーツをお尻から引き剥がされる。

　普段は優しい印象の透夜だが、夜は案外強引らしい。戸惑っている間に一気にひん剥かれ、思わず縮こまる百花の太腿をぐいっと左右に割り開く。

　透夜に秘部をじっと見られているだけで十分恥ずかしいのに、困惑している間に開かれた場所を直に触られてしまう。晒した秘部は透夜が言うように本当に濡れていて、彼の指がぬるっと滑った瞬間、このまま逃げ出したくなるほど恥ずかしい気持ちになった。

「っぁあん！」

　しかし百花に照れている暇はない。膨らんできた、と教えられた陰核を指の先でゆるゆると弄られると、あまりの刺激の強さに身体がびくんっと跳ね上がる。

　透夜の指から逃れようと身を捩るが、強い力で組み敷かれた百花がそう簡単に逃れられるはずはない。巧みな指遣いで閉じた花芽を左右へ開かれ、剥き出しになった敏感な場所を下から上へ丁寧に撫でられる。

「ふぅ、っん……ぁあッ」

「可愛いな、百花」

　身体をくねらせて愛撫を回避しようとしたが、無駄だった。最初は優しく陰核を刺激していた指が少しずつ位置を変えていく。濡れた花弁を開き、蜜穴の奥を確認するように敏感な場所を開きながら進んでいく。

　ふと今までよりも水分量の多い音が百花の耳に届いた。その直後、百花の入り口を撫でていた透夜の指がくちゅ、と挿し込まれる。

「あ、っ……いた……」

「指でもキツいか……」

　透夜の指が撫でるのは蜜穴の入り口付近だ。その指の動きが何を目指しているのかを察知すると、自然と身体が力んでしまう。

　咄嗟に身体を強張らせると反対の手で前髪を撫でられ、額にちゅ、と可愛く口付けられた。

「大丈夫だ、少しずつ慣らしてやる」

「……はい」

　透夜の言葉に素直に顎を引く。本当はまだ怖い気持ちもあったが、彼が優しく丁寧に百花を扱ってくれるので、意図的にひどいことや痛いことをされるわけではないことは理解できている。

　指先が浅い場所を何度も撫でる。ぬぷ、ちゅぷ、と抜き挿しされる度に濡れた音が大きく響き、その音に紛れて少しずつ深い場所へ指先が埋められていく。

「ほら、さっきより濡れてきた」

　蜜口の周囲ばかり撫で続ける透夜の言葉に、こくこくと首を振る。透夜の言う通り音が大きくなってくると、それに合わせるように彼の手の動きもだんだんと速まっていく。

「あ……や、だ……だめ、だめっ……」

　下腹部の奥で奇妙な感覚がじわじわと増大すると、思わずいやいやと首を振る。

　痛くはない。それどころか、下半身をさらけ出して恥ずかしい場所を執拗に撫でられているというのに、もっと触ってほしい、いっぱい撫でてほしい、と不思議な気持ちになってくる。

　だから無意識のうちに発する自らの『だめ』が『触ってはいけない』という意味ではなく『このままではいけない』という意味なのだと自覚する。蜜穴の奥を擦られるたびに腰の内側で増幅する奇妙な感覚がゆっくりとせり上がってきて、やがて突然激しく爆発した。

「あっ、あ、ああっ……！」

　腰がびくんっと強く跳ねる。その直後、秘部がきゅうぅ、と収縮し、強い刺激にすべての意思を奪われる。初めての感覚に身体が震え、びくびくと股の間が痺れる。

「ああ……ぁ、ふぁ……はぁ、……っ」

　水音を立てて引き抜かれた透夜の手が離れていくと、百花の身体からもくったりと力が抜ける。ふわふわと頭が働かない状態で視線を彷徨わせると、身を起こした透夜が顔を覗き込んできた。

「痛かったか？」

「え……いいえ……。大丈夫です」

「そうか、それならよかった」

　脱力する百花に微笑んだ透夜が、ベッドの上に膝立ちになる。肩で息をしながらその姿を眺めていると、透夜が突然、シャツを脱ぎ始めた。

「ふー……暑いな……」

「……っ」

　傍のソファに脱いだ服を放り投げながら呟く声を聞くと、せっかく整いかけていた呼吸が緊張から再び乱れ始める。

　一見細身の割に、つくべきところにはちゃんと筋肉がついている透夜だ。裸体を見るのはこれが初めてだが、こうしてちゃんと観察すると腕だけではなく胸板や腹部にもうっすらと筋肉がついていて、男性らしい体躯であることがわかる。

　だが整った身体よりも、その下に現れた存在が気になってしまう。じろじろと直視することははしたないとわかっているが、そそり立つものの大きさと形に意識が向いてしまう。

「男の身体は見慣れないか？」

「う……はい」

　ドキドキと緊張する百花の膝の裏に腕を入れながら、透夜がそっと尋ねてくる。興味津々のまま素直に顎を引くと、その反応を見た透夜が、ふっと笑みを零した。

「素直だな。百花のそういうところが可愛い」

「かわ……っ」

「可愛いよ。ここも」

「ふぁっ……!?」

　脚をぐっと抱えられ、再度左右へ開かれる。入り口だけではなく股の間まで湿った状態を確かめた透夜が、ふとベッドサイドに手を伸ばした。

　カタン、と音を立てて引き出しの中から何かを取り出す。その指先に小さな正方形の小袋が見えたので、百花は思わず息を飲んで透夜の顔をじっと見つめてしまった。

「百花に負担をかけないよう、最初のうちは着けてする」

　犬歯で端を噛んで小さな袋を開封した透夜が、耳元に唇を近付けて掠れた声でそっと百花を説き伏せる。

「けどこの一箱がなくなったら、あとはもう着けないからな」

「透夜、さ……ん」

　意味は理解できる。昔、保健の授業で習った。しかしこの結婚が百花の実家のために提案されたものなら、透夜は子どもまでは望まないはず。

　そう思っていた百花は、透夜の『着けない』という言葉に矛盾を感じたが、そこでふと『男性は着けない方が気持ちいい』という情報を思い出した。それが友だちから聞いた話かネット記事や雑誌で見た話だったかを思い出す前に、股の間に猛った雄竿の先端が宛がわれた。

「ヒクついてる……」

「あ……やだ、見ないで……っ」

「可愛いな、百花。──早く俺をほしがるようになってくれ」

　秘部を見下ろした透夜の恥ずかしい実況を否定しようとしたが、それが言葉になる前にきゅんと収縮した蜜穴に薄膜を被せた熱の塊が侵入してきた。透夜が何かを口にしたことには気付いていたが、ちゅぷ、と濡れた音と共に熱の存在を感じると、言葉など一切発せなくなった。

「ん、んん……！」

「っ……狭いな……」

　少し痛みを感じて力むと、透夜が艶のある吐息と共にぽつりと呟いた。挿入の瞬間に思わず瞑ってしまった瞼をゆっくり開くと、オレンジのライトに照らされた透夜と視線が合う。唇の端を吊り上げて微笑む妖艶な表情と見つめ合った瞬間、蜜穴に収まっていた先端もズクンと蠢いた。

「い……っ……」

「ごめんな、百花。……痛いだろ？」

「んぅ……すこ、しだけ……。っ、だいじょ、ぶ……です」

　透夜も自分の反応のせいで百花が驚いたことに気付いたらしく、百花の身体を労わるようにそっと問いかけてきた。

　すぐに首を横へ振ると、透夜がふむ、と鼻を鳴らす。だから『痛みがあるなら、仕方がない』と抜いてくれるのだと期待したが、透夜は自分の右手の中指をぺろりと舐めると、抜くのではなく、その指で百花の陰核を擦り撫でてきた。

「あっ、やっ……？　っふぁ……っ」

「ここは気持ちいいんだろ？　また触ってやるから、こっちで感じてくれ」

「あ、ぁんっ……」

　百花に語りかけながら指先を動かして陰核を刺激する。先ほど絶頂の感覚を知った身体はすぐに反応をはじめ、まるで透夜の命令に従うように痛みを快楽へ変換する。

　その隙に陰茎が埋め進められると、徐々に圧迫感が増していく。透夜の肉棒を咥えた淫花が、きゅんっ、と過敏に収縮する。

「そうだ、そのまま……気持ち良くなることだけ、考えていればいい」

「ぁん……ン、っ」

　いつの間にか最奥に到達していた肉棒が、ズズ、ズと引いていく。圧迫感が遠退く。けれど休む間もなくまた腰を突き入れられると、繋がった場所がじわりと痛む。

　そうして百花の反応を確かめながらゆったりと腰を動かされているうちに、徐々に痛みが薄れてきた。その痛みと代わるように、くりゅくりゅと撫でられた秘芽から痛みとは異なる甘い感覚が生まれてくる。

「あ、んぅ……んっ、あ」

　愛撫と同時に奥を突かれるたび、結合部よりももっと奥で快感がじゅわっと広がる。破瓜に出血が伴うことは珍しくないと聞くが、それとは明らかに異なる熱と痺れ、そして繋がった場所から聞こえる卑猥な音が、百花の官能を刺激して全身を震わせる。

「あっ、あ……だめ、……そこ、だめ、ぇ」

　敏感な場所を執拗に撫でられ続けていたせいか、ふと下腹部の奥がきゅん、と切なく疼いた。直後に尿意に似た感覚がせり上がってくる気がしたが、後を追うようにやってきた急激な快楽の波に呑み込まれ、あっという間に全身が激しく反応する。

「んぁ、あっ……ぁああッ！」

　それが絶頂の瞬間だと気付いたときには、百花は透夜の肉棒を締め付けるように力んで達していた。

　胸の突起と花芽を擦られ続けていた身体は、知らず知らずのうちに快楽を極めていたらしい。透夜の腰と指の動きに導かれるように爆ぜると、彼が一瞬表情を歪めた。

「……っ、こら、突然イクな」

「っぁ……ごめ、なさ……！」

　百花を責めるような口調に、わけも分からぬまま謝罪の言葉を呟く。

　すると動きを止めていた透夜がにこりと微笑んだ。

「いや、いい。百花が中でも感じるとわかってよかった」

「……え？　なか……？」

「自分じゃ気付いてなかったか」

　ぽつりと呟いた透夜が、百花の秘芽から指を離す。そして達したせいで敏感になっていた身体をシーツに縫い留めるように、百花の腰を上からしっかりと掴まえる。

「ほら、もう一回」

「やぁ、あんっ……！」

　透夜が呟くと同時にぐちゅんっと濡れた音が弾けた。再び深い場所へ挿入されたのだと理解したが、制止する前に彼の腰が前後に揺れ始める。

「あっ、あ……まだ……！」

「まだ？　痛いか？」

「ち、ちが……ぁっ……ぁんっ」

　痛くはない。痛いどころか、下腹部の奥から次々と甘く重たい感覚が生まれてくる。

「じゃあ動くぞ」

「だ、だめっ……まだ、……ふぁ、ぁあっ」

「……俺も、そろそろまずい」

「あっ、ああっ……！」

　絶頂の直後だというのに遠慮のない透夜の呟きに、底知れぬ恐ろしさを感じて制止しようとした。だが百花がちゃんと止める前に腰の動きが急加速する。

「ひぁ、ぁっ……ぁ、あ……ッ」

　痛みが薄れても圧迫感はある。けれど膣のいちばん奥に陰茎の先端が当たる感覚を苦痛には思わなくなってきた。

　だから腰を掴む透夜の手首に指を絡めて、喉の奥から溢れ出る甘い声を素直に零す。初めてのはずなのにこんな風に順応して透夜を受け入れられるなんて、自分は淫らではしたないのかもしれない。

「あ……ぁん、あっ……ん」

「すご、いな……気持ちいい……」

　頭の片隅ではそんなことを考えているのに、透夜が恍惚と呟く声を聞くと、つい我を忘れてしまう。透夜もちゃんと気持ちよくなってくれるなら、どんなに恥ずかしいことをされても構わないと思ってしまう。

「……っは……はぁ」

「んっ……ん、ぅ……ぁ、ああッ」

　濡れた音と肌同士がぶつかる音が溶け合う。ぱちゅっ、ぱちゅん、と激しい音が響くたびに、思考が白く塗りつぶされる。激しい抽挿に胸がふわふわと揺れ、喉の奥からは高い声ばかりが止め処なく溢れてくる。

「と……ゃ……さぁん、っぁあん」

「っ──、は」

「やぁ、ああぁっ……！」

　息を詰めた透夜にぐりゅ、っと腰を突き入れられた瞬間、百花の身体が再び強く反応した。そこから少し遅れて、きゅう、きゅん、と子宮が小刻みに収縮する。

　淫花に挿入されたままの雄竿がビクビクと痙攣する。快感に溺れて麻痺した身体ではわかりにくかったが、どうやら透夜も百花を抱きしめながら被膜の中に精を吐いたようだ。

　百花を腕に抱いたまま少しの間動かなくなっていた透夜が、数度深呼吸をしてゆっくりと身を起こす。

　乱れた呼吸のまま間接照明に照らされた透夜の裸体をぼんやりと見上げてみると、首筋から胸元に汗が一筋伝い落ちてくることは気にもせず、透夜がハアと熱を含んだ吐息を零しながら、前髪をかき上げて百花を見下ろしていた。

　その雄の色気がダダ洩れになった姿に驚き、快楽の余韻も忘れて傍にあったシーツを頭から被る。何かすごいものを見てしまった──いや、その前にすごいことをしてしまったと今さらながらに気付いてしまう。

「悪い、百花。痛かったか？　次はもう少し加減する。……急に怖かったよな」

「ち、ちがいます……！」

　突然布団の中に隠れてしまった百花を見て、透夜は何か勘違いをしたらしい。

　けれど違う。確かに痛みもあったし驚きもあったが、今の百花が感じているのはそういうことではない。

「は、恥ずかしいので、見ないでください……」

「……は？」

「声、いっぱい出ちゃいましたし……きっと私、変な顔してました……」

　猛烈な気恥ずかしさを押し殺し、シーツの隙間から透夜の表情を盗み見る。はじめてだと言った矢先にこんなに気持ち良くなって、声もいっぱい出してしまっては、余裕たっぷりの透夜に呆れられているか幻滅されたかもしれない。淫らではしたない妻だと思われたかもしれない。

　視線を動かしてみると、灯りに照らされた透夜があんぐりと口を開けてこちらを見つめている。そんな表情をしていても透夜は格好いいのだが、やはり呆れられたのだと確信し、そのままシーツの隙間を閉じようとした。

　だがその瞬間、透夜の身体が熊のようにのそりと動く。

「百花は俺をソノ気にさせる天才妻だな」

「っきゃあぁっ!?」

　被っていたシーツを突然勢いよく引き剥がされ、驚きのあまり悲鳴のような声が出る。

　透夜が全裸のまま硬直する百花の腰の下に手を入れ、そのまま優しく引き寄せてくれる。けれど瞳の奥に宿った鋭い眼光や耳元に囁く台詞は、まったく優しくなんかない。

「十二個なんてあっという間か。買い足すべきか悩ましい」

　何の話？　と聞こうとしたが、声にはならなかった。百花の腰を抱き寄せた手がゆっくりと背中へ移動し、そのまま前に回ってきた指先が反応を始めている胸の突起をピンと弾く。

「んっ……」

「まあ、百花が今すぐ慣れてくれれば、買い足す必要もないんだけどな」

「!?」

　国森透夜は穏やかで優しく紳士的なお医者様だと思っていた。だが彼は、夜になると野獣に豹変するらしい。鋭い視線に囚われ、背筋がゾクリと震える。けれど優しい言葉と指遣いを知っている百花は、彼のキスをそのまま受け入れることにした。







第三話








　透夜と結婚してこのマンションで暮らし始めて、約一か月。最近、わかったことがある。

　完璧なエリートドクターと噂の透夜だが、どうやら彼は家事全般が苦手らしい。自分で料理をしないためか、立派な冷蔵庫の中にはお酒といくつかの調味料、冷凍庫にも氷が少しあるだけ。おかげでシンクは綺麗な状態が保たれているが、それと代わるようにリビングはいつも本と服で散らかっているし、洗濯カゴの中には常に脱いだ衣類が溜まっている。

　自分の役割を理解した百花が冷蔵庫内に食材と調味料を揃え、家中を整理整頓してぴかぴかに掃除すると、透夜は「すごいな」と百花の家事能力を褒め称えた。

　しかし高校卒業後すぐに実家が経営する食堂で働くようになり、忙しい母と常に家事を分担してきた百花だ。できない家事はないし、特に苦にも感じない。

　それでも透夜は家事をひとつこなすたびに百花を「すごい」「えらい」「頑張ってるな」と褒めてくれる。百花が何かをするたびに頭を撫でたり抱きしめたりと可愛がってくれるので、実家の食堂へ出勤する時間になっても気恥ずかしさが続く日々を送っている。

　透夜の笑顔を思い出すとつい表情がゆるんでしまうが、ハッと我に返って手元の売上台帳を見ると、今度は深いため息が零れた。

　郷見総合病院の駐車場の舗装工事と隣のコンビニエンスストアの壁の塗装作業が終わってしまったために、ここ最近は工事作業員の来店も少なく、夜営業のみならず昼営業の来店客まで低迷気味である。

「うーん？　配達サービスも使ってるし、宣伝も頑張ってるのに……」

　機械に疎い両親に、ネット注文を受けてから料理を作って配達員に届けてもらうという出前代行サービスの導入、飲食店検索サイトやＳＮＳを利用した宣伝活動は難しいだろう。だからそれは百花の担当だ。

　そのぶん父や母も病院関係者限定の割引サービスを考案したり、メニューを再度見直したり、仕入れ先や量を調整して支出を抑えたりと色々工夫している。どうにか経営を回復できないものかと、家族総出で色々試しているのに。

「ふふふ、百花は先生にいいところを見せたいのね」

「え……？」

　テーブルに突っ伏してウンウンと唸っていると、母の能天気な声が聞こえてきた。顔を上げると、にこにこ笑顔の母と目が合う。

「家はすぐそこなんだから、先生が夜勤の日は帰ってくればいいのに。すっかり国森家のお嫁さんになっちゃって、お母さん寂しいわ～」

「そ、そんなことないよ!?　お母さんが呑気すぎるだけだからね！」

　母がからかってくるので慌てて否定する。勢いよく立ち上がったせいで木製の椅子がガタガタと鳴ると、近付いて来た父がため息混じりに肩を竦めた。

「ほら、二人とも。そろそろ夕方のお客さんが来る時間だぞ」

「来れば、の話だけどねぇ」

「最初からやる気を削ぐようなことを言うんじゃねぇよ」

　母の冗談に父が唇を尖らせる。経営不振真っ只中だというのに、それを感じさせないほど明るく仲の良い両親だ。

　二人の様子を微笑ましい気持ちで眺めていると、夜営業の最初の客が来店してきた。

「いらっしゃいませ！　三名様でよろしいですか？」

　気付いた百花が入り口に駆け寄りながら声をかける。初めての来店と思しき女性三人組は、全員百花と同じ二〇代半ばから後半ほどの年齢だろうか。

「……」

　しかし三人の先頭にいた人物は、なぜか百花の問いかけに返事をしてくれない。返答がないことにきょとんとしていると、後ろにいた別の女性が慌てた様子で「そうです」と答えてくれた。

　不思議に思いながら四人掛けのテーブル席へ彼女たちを案内し、お冷を用意してメニュー表を提示する。着席した三人のうち二人は楽しそうにメニューを眺めていたが、最初に入って来た女性だけはあまり関心がないようで、少し離れたところで注文を待つ百花にばかりちらちらと視線を向けてくる。

　さらさらストレートのロングヘアに、長い手足がすらりとしていて美しい佇まい。服装はノースリーブシャツとロングスカートで、見るからにお洒落の上級者。アジアンビューティーという表現が相応しい目鼻立ちがくっきりとした女性は、一見するとかなりの美女。けれど表情はやけに険しい。しかも星川食堂や食事そのものではなく、百花に用事があるのではないかと思うほど、こちらを気にかけてはじっと観察されている……ように感じる。

「ちょっと、レイ。睨みすぎよ」

「睨んでないわよ。お店をチェックしてるだけ」

「結構キレイじゃない？　メニューも豊富だし、どれも美味しそうだよ？」

「そうかしら。これならファミレスの方がメニューも多いし、栄養バランスも良さそうだけど」

　レイ、と呼ばれた女性は一緒に来店した女性たちとは明らかに温度が異なる。つん、と突き放すような言葉は、遠くで聞いていた百花だけではなく、一緒にいた二人の女性たちまで凍りつかせてしまった。

「ま、まあまあ、そんなこと言わずにさ。ほら、麺類は大盛にもできるんだって。シェアしてみんなで食べようよ」

「おかずも大盛で注文しない？　ね？」

「……」

　友人と思わしき二人に説得された女性が、面倒くさそうにメニュー表を眺める。それからいくつかのやりとりをした三人は、炒飯・あんかけ焼きそば・麻婆豆富・点心セットという中華メニューを注文してくれた。

　父が作った食事をテーブルへ運ぶと、三人のうち二人は「美味しそう」「良い匂い」と出来上がった料理を喜んでいる。しかしロングヘアの女性だけはずっと仏頂面のままだ。

　百花が「ごゆっくりどうぞ」と声をかけると、女性がジロリと百花の顔を睨んできた。

（ひえ……っ）

　きつい視線に思わず身が竦んだ百花は、頭を下げてその場からそそくさと離れた。きっとあまりお腹が空いていないのに、残りの二人に強引に連れてこられたので不機嫌なのだろう。と思うことにする。

「あ、美味しい！　思ったより脂っこくないし、食べやすいね」

「うんうん。このあんかけ焼きそば、野菜もいっぱい摂れるし、イカも結構大きいよ」

「イカが大きいからなんだっていうのよ」

　二人が運ばれてきた料理を喜ぶ中で、憮然とした様子で何かをぶつぶつと呟いている。感じが悪いどころか怖いとさえ感じる女性の態度に、百花は内心びくびくと怯えていた。だから彼女たちが食事をする様子を出来るだけ意識しないように、おしぼりを畳んだり洗い終えたグラスをウォーターサーバーの傍に重ねたりして静かにやり過ごした。

　食事を終えた三人は、少しの雑談ののち揃って席を立った。そのまま厨房横のレジにやってきたので、百花も会計のためにレジの後ろへ回る。

「郷見総合病院のスタッフ様でしたら、食事代が五パーセント引きになりますよ」

　百花がそう声をかけるとレジの前にきた可愛らしいショートボブの女性の表情がぱぁ、と明るくなった。

「わあ、ありがとうございます。えっと、確かバッグにネームカードが……」

「結構です」

　ショートボブの女性が病院職員の証明となるネームプレートを探して鞄を開く。だが彼女のすぐ後ろにいたロングヘアの女性が、その行動を突然妨げてきた。

「……え？」

「そのままのお食事代で構いません。これでお願いします」

　女性は自分の長財布から一万円札を抜き取ると、それをキャッシュトレイの上に置きながら冷ややかな声で言い放った。

　割引対象である病院の職員なのに値引きを拒否するという申し出に、つい呆然としてしまう。意外な反応にどう対応しようかと困惑したが、あまり待たせるわけにもいかないので、結局「かしこまりました」と返事をして出された一万円で会計を済ませた。

　キャッシュトレイからお釣りを受け取った女性がつんと顔を背けたまま踵を返す。彼女の態度は決して上品とは言えないが、悪いことをしているわけではないし、客は客だ。

「ありがとうございました」

　退店に合わせて百花が声をかけたが、彼女は百花を一瞥することもなくそのまま食堂から出て行ってしまった。

　さっさと会計を済ませて足早に店を出る美女に、残りの二人が唖然としてその後ろ姿を見つめる。しかしすぐに我に返ったらしく、出て行った女性の分までお礼を述べるように「ごちそうさまでした」と繰り返し頭を下げながら、二人も店を後にしていった。

「なにあれ、怖い……！」

「割引を拒否されるのは初めてねぇ」

　三人の姿が完全に見えなくなると、客がいなくなった店内で母がのほほんと笑う。だが百花としては笑いごとではない。食事は残さず食べてくれたが、美しい顔立ちの女性が冷たい怒りをあらわにして高圧的な態度をとると、迫力がありすぎてかなり怖い。

「ももちゃん、どうしたの？」

　半泣きになっていると、ふと入り口から声をかけられた。

「あああ！　宮みや本もとさん、遠とお野のさん！　いらっしゃいませ！」

「まあ、今日も元気いいわね」

　来店してきたのはすぐ隣の院外調剤薬局に勤務する薬剤師の宮本と、医療事務の遠野だった。二人とも三十代後半なので百花より一回りほど年上だが、いつも百花に声をかけてくれる優しいお姉様たちで、都合が合えばこうして二人揃って食事に来てくれるのだ。

「今の、郷見の看護師さんたちよね？」

　たった今出て行った女性三人組とすれ違ったのだろう。宮本に不思議そうに訊ねられるが、初めて来た客でネームも確認していないので百花は彼女たちについて何の情報も持っていない。

「そうなんですか？」

「ええ、たぶん。あのロングヘアの子は前に外来にいたし、青いワンピースの子は透析室にいたはずだわ。二人とも外科病棟に異動したって聞いたから、きっと全員そうなんじゃないかしら」

　その説明で、やはり彼女たちが郷見総合病院のスタッフで間違いがないことを知る。薬剤師である宮本は外来とのやりとりや人工透析に通う患者の通院予定に合わせて処方薬を用意する機会も多いらしく、院内の事情にも精通しているようだ。

（ってことは、透夜さんと同じ部署……なのかな？）

　普段から健康そのものの百花に詳しいことはわからないが、郷見総合病院の外科外来は、疾患や臓器によって第一外科と第二外科に分かれているらしい。病棟も同じように分科しているのかどうかは不明だが、彼女たちが外科病棟の看護師だというならば、外科医である透夜との接点も多いはずだ。

（看護師さんも、お医者さんと同じぐらい大変なお仕事だもんね）

　きっとストレスが溜まるのだろう。食堂の従業員に優しくする余裕がないほど、イライラが蓄積していたのだ。

　そう思い込んで仕事をこなしているうちに時間が過ぎて、あっという間に閉店時刻になった。あとは遅くにやってくる透夜に夜食を提供するだけなので、入り口の暖簾を下げると、そのまま客席の一つに腰を下ろして一時休憩に入る。

「はあ、結局八組かぁ……」

「今日も少ないわね」

　百花のため息を聞いた母も、苦笑いを浮かべながら同意する。

　最初の女性三人組と院外薬局の常連二人組以外に、病院職員が三組と、近所に住む常連さんが二組、初めての来客が一組。元々昼営業より夜営業の方が来客が少ない食堂ではあるが、それでもここ最近は以前とは比べ物にならないほど客足が少ない。

　透夜の申し出を受け入れ、結納金という形で支援を受けて一時的に経営不振は緩和された。しかし星川食堂の根本的な問題はなにも解決していない。このままでは透夜に申し訳ない、と落胆しつつタブレット端末を起動させた百花は、飲食店検索サイトの管理画面を開いた。メニュー変更に伴って画像の差し替え作業をするためだ。

　その管理画面の表示を目にした瞬間、百花の動きがぴたりと止まる。ふと『口コミ・レビュー』の項目に赤い印が点灯していることに気が付いたのだ。

「口コミが投稿されてる！」

　百花のささやかな活動がついに実ったのかもしれない。誰かがこの食堂を気に入って褒めてくれたのかも。と、わくわくしながら書かれたレビューを一読した百花は、そのまま絶句してしまった。

　百花の両側から端末を覗き込んだ父と母が、感心したような困ったような表情で呟く。

「これは……褒められてねぇな」

「まあ、そうよねぇ」

　機械の扱いが下手な両親だが、タブレットの画面に表示されている文章が読めないわけではない。開いた画面にはこう表示されていた。

『メニューも地味で特別感がないし、美味しくない』

『店内も不衛生で、また来たいと思えない』

『若い女性店員の接客態度が横柄だった』

『へらへら笑って突っ立っているだけ』

『食事をするところをじっと見られるのが気になる』

　確かにこれは口コミやレビューだが、父の言う通り褒め言葉ではない。何を食べたのかは一切書かれておらず、ただ悪口雑言の限りを尽くしたたようなひどい言葉の数々が並んでいる。

　書き込みを見た百花の心臓がドクドクと嫌な音を立て始めた。

（これ……私のこと？）

　口コミの後半に書かれている『若い女性店員』に該当しそうな人物は、星川食堂には百花しかいない。母も若く見える方だと思うが、彼女は厨房で父の手伝いや食器洗いをしていることが多く、ホールには百花の手が回らないほど忙しいときしか出てこない。

　以前は女子大学生のアルバイトも雇っていたが、初夏の頃に『本格的な就活を機にアルバイトを辞めたい』と申告があった。そのときにはすでに家族三人で回せるほどの経営状況になっていたので、それ以来新しいアルバイトも雇っていない。

　つまり書き込まれたばかりのこの口コミが示すのは、間違いなく百花に向けられたもの。

（そんな風に思われてたなんて……）

　自分の接客態度への評価にも愕然とするが、それだけではない。料理の味やメニュー、店の衛生環境まで問題があると指摘された百花は、思いもよらない辛辣な言葉の羅列にその場でシン、と黙り込んでしまった。




「どうした、百花？　元気ないな」

　いつもと同じく仕事上がりに食堂へやって来た透夜は、とんかつ定食を運んできた百花に不思議そうな表情で声をかけてきた。医者という職業柄か元々洞察力と観察眼に優れる透夜だが、毎日一緒にいれば異変に気付くのはさらに早いらしい。

「大丈夫ですよ、元気です」

　透夜に心配をかけまいと曖昧に微笑んでみせると、一気飲みして空になっていたグラスへ水を注ぐ。

　そのやりとりを見ていた父が、難しい表情と低い声で透夜に声をかけてきた。

「先生、明日も仕事か？」

　義理の息子になっても相変わらず呼び方は『先生』のままだ。透夜は名前で呼び捨てにしても構わないと言っていたが、父も母も『透夜君』とは呼び慣れないらしく、結局今までと同じ呼び方を継続中だ。

　父の言葉を受けた透夜が顔を上げて数度頷く。

「明日は夜勤ですね。夕方から出勤です」

「そうか。じゃあ百花、お前、明日は仕事休め」

「えっ……？」

　突然話題の矛先を向けられた百花は、思わず反論の声を上げてしまう。

「お父さん、私、大丈夫だよ？　ちゃんと出来るから」

「お前がちゃんと仕事をしてるのはわかってる。けど、看板娘が暗い顔してたんじゃお客さんが心配するだろ。いいから一日ちゃんと休んで、頭切り替えてこい」

　百花は明日も変わらず仕事をするつもりでいた。透夜の勤務に関わらず、今まで通りに仕事を続けさせてもらうことも結婚するときに決めた条件の一つだったからだ。

　けれど強い意思が込められた父の言い分に、返す言葉は見当たらない。

「先生、百花を頼みます」

「……。わかりました」

　父が食事を終えた透夜に声をかけると、彼が深く頷く。透夜は今の状況を正確に把握していないと思われるが、それでも『百花を頼む』という言葉にはしっかりと応えてくれた。

　透夜と父の間で話がまとまってしまったことに少しだけ不満と不安はあったが、どんよりと沈み込んでいたせいか、これ以上駄々をこねる気持ちも湧き起こらない。店の片付けを両親に任せると、いつものように透夜と帰宅することになった。

　一緒に並んで帰る間、透夜は百花に何も聞いてこなかった。だから百花は一人で静かに悩んでいたが、部屋に入って玄関のオートロックがかかると同時に、透夜が、

「何かあったのか？」

と訊ねて来た。

　はっと顔を上げた百花の視線に気付いた透夜が、ゆっくりと微笑む。その表情を見た百花は、途端に申し訳ない気持ちで胸がいっぱいになってしまう。

「あ、いえ……」

「話なら聞くぞ？」

　中性的、とまでは言わないが、透夜は細身で繊細な印象がある男性だ。実際には身体にちゃんと筋肉がついているし、長時間の手術を連続でこなしたり、宵の空が白んでくる時間まで百花を抱き続けるほどの体力も備えている。午前八時半の回診から、外来の診察または手術を終える夕方まで、場合によってはその後も会議や書類処理に追われるほど忙しいのに、透夜の表情に疲労は窺えない。それどころか、朝出かけていくときと同じぐらいに活力がみなぎって、きらきらと輝いているように見える。

（そうだよ。透夜さんはうちの食堂のために援助してくれたんだもん、落ち込んでなんていられない！）

　そんな素敵な人が、星川食堂のために資金援助を申し出てくれたのだ。百花としては結婚する必要まではなかったと思うが、言い出した透夜に不満はないようだし、百花をあっさり差し出した両親も納得している。もちろん百花も納得しているし不満はない。

　それに今は、これまでの経緯よりもこれから先のことを真剣に考えるべきだろう。

（心配かけたくないもの）

　百花もまさか、支援してくれた透夜や日々奮闘する両親の足を自分自身が引っ張ることになるとは思ってもいなかった。百花の接客態度が原因で、ネットに辛辣な口コミが書き込まれるなど、微塵も想像していなかったのだ。

　だから確かにショックを受けた。両親の前では明るく振る舞ったが、食堂からこの家に戻ってくるまでの間に反省と後悔を繰り返して、透夜に知られないようほんの少しだけ涙を零してしまったのも事実だ。

「大丈夫ですよ。何でもありません」

　けれど心配はかけたくない。迷惑をかけたくない。もし実家の経営不振の原因が百花にあるのならば、今後二度と同じ状況にならないようにと気を引き締める。これは百花が自分で解決すべき問題なのだから。

「隠し事をされるのは、好きじゃないな」

　一人決意を新たにする百花だったが、その様子を間近で見ていた透夜が珍しく不満の言葉を口にした。

「食堂の看板娘なんて、ただでさえ周りに可愛がられるもんな。百花には俺じゃなくても相談相手はいっぱいいるんだろ」

「……？　透夜さん……？」

「でも百花の夫は俺だ。妻が沈んだ顔で悩んでるのに、放っておけるわけないだろ」

　つまらなさそうにため息を吐いた透夜が、寂しさと悲しさが混ざり合った表情でじっと百花を見つめてくる。その仕草から、心配をかけまいと無理に笑顔を取り繕ったことが透夜に見破られていることに気が付いた。だから咄嗟に『もっとうまく隠さなければ』と考えた。

　けれど違った。百花の考えは、静かに燻る透夜の不満の灯に油を注いだだけだった。

「言いたくなるようにしてやろうか？」

　ふっと嗜虐的に笑う表情を見た瞬間、百花は自分の喉から高い音が漏れた気がした。




　怒っているのかと思われた透夜は、身構える百花に向かって、突然「一緒に風呂に入ろう」と言い出した。意味がわからず疑問の表情を浮かべているうちに脱衣場に押し込まれ、そのまま身ぐるみを剝がされた。あまりの素早さに身体を隠す暇もない。

　だが慌てふためく百花と異なり、透夜には照れる様子もない。予約時間通りにお湯張りが完了していた浴槽の中へ百花を放り込んだ透夜は、「ちゃんと身体温めろよ」とだけ言うと自分の髪と身体を洗い始めてしまう。

　夫の突然の行動に振り回された百花は、言われた通り湯に浸かりつつお湯の中に視線を落とした。透夜に心配させてしまった後悔と裸の透夜がすぐ傍にいるという緊張感から、水面に映った表情は複雑だった。そんな気忙しい自分の心にため息を零そうとしたところで、百花は再び奇襲に遭った。

　身体が温まる頃に浴槽から引きずり出された百花は、透夜の脚の上に後ろから抱かれるように座らされた。そして今は、泡のボディーソープで身体を隅々まで撫で回されている。

「ふ、あぁっ……ん」

　浴槽内に反響する高い声に自分で驚く。慌てて口を押さえるが、透夜にはしっかりと聞こえていたらしい。背後でくすくすと笑う声はいつの間にか上機嫌に戻っている。

「どうした？　大きい声出して」

「いえ……なんでもな……あっ」

　首を横に振って必死に答えるが、泡を乗せた透夜の手が腰の横から脇の下へ滑ると、くすぐったさのあまりまた高い声が溢れてしまう。

　身体を洗われる前に髪を洗ってもらったときは、まだ良かった。爪を立てないように気遣われ、頭皮マッサージと併せて丁寧に髪を洗ってくれる透夜の指遣いが心地よかった。

　しかしシャンプーとトリートメントと洗顔を済ませ、身体も洗うと言い出したときから雲行きが怪しい気がしていた。もちろん恥ずかしさはあったが、背中や腕などの面積が広い部分を洗ううちは何も感じなかったのに。手のひらに泡のボディーソープを足して後ろから胸を掴むように揉まれたところで、ようやく透夜の意図に気が付いた。

「や、やだ……とうやさっ……」

「やだ？　洗ってるだけだぞ？」

　髪を洗ってくれるときは確かに優しかったのに、泡だらけの手で胸全体をにゅるにゅると撫でられると、喉の奥から甘い声と吐息が零れてしまう。百花の敏感な場所をわざと刺激しているのかと思うほど、胸だけやけに丁寧に洗われるのだ。

（泡がすべって……きもちい……）

　お湯に浸かって身体が温まったせいか、それとも透夜の指遣いのせいか、頭がふわふわして思考が溶けてくる。背後の透夜の胸に、泡まみれになった身体をくたりと預けてしまう。

　けれどその甘い戯れにぼんやりとしている場合ではない。百花の想像が当たっているのなら、もっと恥ずかしい状況になる前に早く透夜の手から逃れてしまいたいのに。

「んん、んっ……」

　泡に紛れて百花の身体を撫でる手がだんだんと大胆になってくる。最初のうちはアンダーラインや胸の輪郭に沿って肌全体を撫でるように洗われていただけなのに、気が付けば透夜の指は百花の乳首を捏ね回している。

「固くなってる」

「いぁ……ん……っぅ」

　百花の胸を包んだまま身体を密着させて、耳元で恥ずかしい状況報告をされる。首の動きで懸命に否定するが、くすくすと笑う透夜は構わず同じ場所ばかりを愛撫する。

　ほのかにシトラスの香る泡が、百花の胸の突起の上でぬるんと滑る。その度に身体が過剰に反応して、肩や背中が背後の透夜の胸にぶつかる。

　そうして丁寧すぎるほど隅々まで胸を撫で回すと、最後まで残されていた股の間に透夜の手が伸びてきた。

「っぁ、や……っ！　だめ！」

「大丈夫、洗うだけだ」

　咄嗟に透夜の腕を掴んで制止を試みたが、彼は重なった百花の手を気にせず、泡まみれの割れ目に指を滑り込ませてきた。

「ひぁあっ……ん！」

　敏感に尖った秘芽に透夜の指先が触れた瞬間、強すぎる刺激に身体がびくんっと飛び跳ねた。百花は股を閉じようとしたが、透夜が左手で太腿を抱えて固定するので、閉じるどころかさらに大胆に秘部を晒す羽目になる。

「ん……んん、ん……っ」

　透夜の指が脚の付け根から陰唇を撫で、さらに膣口の周りにも泡を乗せて丁寧に洗われていく。際どい場所を撫でられた百花の羞恥心はすでに限界を超えていたが、陰核の上で泡が滑ると、声にならない悲鳴が漏れた。

「っぁ～～ッ、ふ──ぅ、ん」

　透夜に片足を開かれて抱えられ、敏感な場所に触れられている。それだけでどうにかなりそうなほど恥ずかしいのに、膨らんだ秘芽を指先で撫でられたり扱かれたりすると、強すぎる刺激に目の前が真っ白になってしまう。

「ぃ、ぁ……っぁ……ふ、ぁん」

　とうとう頭の先からつま先まで余すことなく撫で洗われた百花は、透夜の腕の中で荒い呼吸を繰り返した。抱えていた片脚を一旦解放されて泡をお湯で洗い流されると、身体を隠すものがなくなり、正真正銘の丸裸になってしまう。否、裸なのは最初から同じだが、鏡に映った透夜の表情は先ほどよりも楽しそうだ。

「泡は流したのに、まだ濡れてるようだな」

「や、ち、ちがっ……」

　百花の裸体を鏡越しにまじまじと観察した透夜が、楽しそうに問いかけてくる。いやらしいと教えるような台詞を慌てて否定する百花だが、直後にお尻の下の違和感に気が付いた。

（っ……当た、って……！）

　臀部に触れる固い存在の正体に気が付く。何故ならそれは百花のお尻に偶然当たっているのではなく、肌を突くようにわざとらしく押し当てられているのだから。

　恥ずかしさのあまり全身が熱を持つ。顔の周辺がやけに熱いのでちらりと視線を上げると、正面の鏡の中の百花はお湯でのぼせたように赤面していた。

「このまま挿れていいのか、百花？」

「……っぁ」

　百花が勃起した熱竿の存在を認めると、その挙動に気付いた透夜がさらにわざとらしくぐりぐりと押し当ててくる。

　そんな透夜のからかいに、百花は一人困惑していた。

（今まで、そのままなんて……っ）

　透夜は結婚した当初からこれまでの間、百花に負担をかけたくないと言って必ず避妊していた。避妊具を装着しないまま挿入されたことはないので、それがただの戯れなのか本気なのか判断はつきにくい。

　もちろん百花は透夜の欲をそのまま受け入れることが嫌なわけではない。ただ、透夜は子どもを望んでいないのではないか、と考えていたので『このまま』という言葉につい緊張してしまう。

　ドキドキと身を強張らせていると、透夜にもその期待と緊張が伝わったらしい。今度は両足を思いきり抱えて寛げられ、股の間に膨張した欲棒の先端を宛がわれる。百花は心の準備がしたくて一旦制止しようとしたが、濡れた蜜口は透夜の陰茎を簡単に呑み込んだ。

「ふぁ、ぁ……ああぁ……っ」

「っ──すごい……な」

　透夜の股の上に座らされ、後ろから抱きしめられるように挿入されると、自重でいつもより深い場所まで亀頭が届く。あまりの圧迫感と衝撃から視界が甘く霞み、わずかに目眩も覚えた。

「ほら、前を見てみろ。百花のここ、俺を咥えてる」

「ゃっ、あ……っ、ぅ……？」

　透夜に耳元で囁かれ、おそるおそる鏡の中を確認してみる。すると曇り止め機能が働いた鏡の中に、抱えられた両足を思いきり開かれ、肉竿を呑み込んでいる自分の姿が映り込んでいた。二人が繋がった箇所をまざまざと見せつけられた驚きから、意思とは関係なく勝手に身体が力んでしまう。

「ん。締まった。感じてるとこ見られるの、好きか？」

「ちが、っあ……ちが、います……っ」

　さらに耳元で訊ねられ、ふるふると首を振る。明るい場所で後ろから貫かれているだけでも恥ずかしいのに、繋がった場所を確認させられて、その行為が好きかと訊ねられる。それを認めたくない百花がぎゅっと目を閉じても、浴室内にじゅぷじゅぷと反響する卑猥な音は止められない。

「ここが、百花の好きな場所、だろ」

　透夜が腰の位置を微妙にずらして違う角度で突き上げてくる。百花の身体と反応を確かめるような言葉の通り、深い場所を先端が突くとそれだけで身体がビクッと飛び跳ねる。

「やぁあっ、ん、だめ……ぇっ、はずかし……っ」

「可愛いな、百花」

　期待通りの反応ばかりするせいか、背後の透夜の声はやけに楽しそうだ。首筋に口付けられ、舌先がうなじをゆっくりと這い上がり、耳朶を甘噛みされる。その刺激がさらなる快感に変わって、全身を駆け巡る。

「やぁ、あ、だめっ……耳、噛んじゃ、やだ……ぁ」

　ふるふると首を振って甘い刺激から逃れようとする。しかし透夜の力強い拘束から逃れることはできず、その間にも蜜壺をゆるやかな動作で貫かれるので、意思とは関係なく膣をきゅうっと締め付けてしまう。

「気持ちいい？」

「やぁ、んっ……きもち、い……いい、からっ……もう、ゆるして……」

「許して？」

「もぅ……い、く……っ、いっちゃ、ぁあ、ぁっ……ん」

　避妊をしていないせいか、透夜の温度をいつもより熱く感じる。内壁を直に擦られる緊張感と羞恥心と快楽の連続に、百花は我を忘れたように喘いだ。

　目尻に涙を浮かべて震えていると、透夜が耳元でふっと微笑んだ。その熱い吐息すら今の百花には性感を高める刺激になる。

「あ、だめっ、ぇ……っ、んぅ、ふ」

　膣の奥を突くように下から激しく蜜壁を抉られると、ぞわぞわと快感の波が押し寄せてくる。じゅぷ、ぐちゅっと淫らな音が浴室に響くと、絶頂の気配が爆発的に膨れ上がる。

　達してしまう、と思った瞬間に、透夜の指先が再度膨らんだ陰核を擦り上げた。

「っぁあああ！」

　突然の鋭い刺激に驚いた百花は、透夜の指に導かれるように達してしまった。絶頂の余波で全身が強く痙攣する。その様子を鏡越しに観察する透夜と目が合うと、羞恥のあまり何も言えなくなってしまう。

　快楽の波で意識を失わないように必死だった百花は、彼がまだ達していないことにそのときはまだ気が付けなかった。




　浴室で散々焦らされて激しく達した百花は、体力を使い果たしてそのまま動けなくなってしまった。水分を取りながら透夜に髪を乾かしてもらい、ふわふわとした心地でベッドに転がった。だが百花に遅れてベッドルームにやってきた透夜にせっかく着たルームウェアを脱がされ、気付いたときにはまた裸にされていた。

「と、透夜さ……ん？」

「次は焦らさない。百花がほしいなら、ちゃんとやるから」

　そして今度は百花を自分のお腹の上に乗せ、身体を抱き寄せて何度もキスをする。

　優しい口付けは嬉しいが、透夜の上に馬乗りになるような体勢は恥ずかしい。股の間で反応を始めて勃ち上がっている雄竿と自分の下腹部が密着しないように、すでに使い果たした体力を振り絞ってどうにか腰を浮かせる。なのに透夜は、遠慮するなとばかりに百花と身体を密着させようとする。

「や……もぅ……いい」

「もう挿れてもいい？　──そうか、可愛いな」

「ちがっ……そうじゃ、な、っぁああっ！」

　もうしなくていい、と訴えたかったのに、透夜はわざとらしい口調で百花の要望を退ける。秘部の花弁を開いてしっとりと濡れた蜜口に先端を宛がった透夜は、ヒクつく百花の蜜穴を猛った陰茎で思いきり貫いてきた。

「ああ、ぁん、ふぁっ……！」

　焦らされてから貫かれる開放感の延長にいた百花は、避妊具なしに挿入されていることに、時間が経ってから気が付いた。力が入らず透夜の胸の上に崩れ落ちた百花は、身を起こすことも出来ずただ透夜の胸に縋りつくしかない。

「だめ、とぉ……ゃ、さ」

「だめと言われても、もうゴムはないぞ。追加で買った分もなくなったからな」

「え……ぁっ……あぁっ！」

　百花の訴えから考えていることを見抜いたらしい透夜が、くすくすと意地の悪い笑みを浮かべる。

　先ほどもそのまま挿入されたが、結局百花が達しただけで透夜は不完全燃焼のままだった。けれど今度は本当に着けない。最初に準備していた少数入りの一箱に加えて、追加した大容量のものも使い果たした。だがもう新たに用意するつもりはない──これからはずっとそのままだ、と語る透夜の眼は、本気だった。

「百花は意外と胸が大きいな。こうして上に乗ってもらうと、それだけで出そうになる」

「な、なっ……なに、を……」

　困惑する百花を下から責め立てる透夜は、自分の胸板に百花の胸が触れていることに気付いたようだ。

「いつもより感度いいな。興奮してるのか？」

「そんな、こと……な、っゃああん」

　透夜の探るような言葉が恥ずかしくなった百花は、その問いかけを否定しようと首を横に振った。しかし言葉にする直前で一度引いた腰をくん、と深く突き込まれたので、言い訳は声にならなかった。

　透夜が腰を揺らす。百花の声と反応から一番感じる部分を探し出し、同じ場所ばかりを何度も何度も突いてくる。

「あっ……だめ、きもちぃ……っ」

「っ……！」

　激しく揺さぶられると、膨らんだ胸の突起と透夜の胸板が擦れる。透夜の指や腰の動きは彼の意思によるものだが、百花の乳首が彼の身体に触れて生じる刺激は自分の動きのせいだ。まるで自分から透夜の身体に性感帯を擦りつけて感じているようで、余計に恥ずかしい。

　しかし身体を離そうにも力が入らないし、透夜が腰を掴んで激しく揺さぶるので、自分ではどうにも逃れることができない。

「あっ、あ、っ……ふぁ、……や、ぁん」

「百花、俺も……っ」

「ああ、ふぁ、ああぁっ……ん！」

　透夜の手に浮いた腰を引きおろされて、じゅぷんと深く突き刺された瞬間、百花の身体が突然跳ねた。強烈な刺激の強さに耐えられなくなり一気に絶頂を迎えると、透夜も強い締め付けに誘引されて達したようだ。

　腰を掴んでいた透夜の手が離れたので、お尻を持ち上げて快楽から逃れようとする。

「ああ、ほら……着けてないんだから、急に抜くと零れるだろ」

「あ……ごめんなさい……」

「謝らなくていい。ほら、このまま混ぜてやる」

　透夜に意地悪な表情で誘われ、百花はふるふると首を横に振って拒否した。はじめて中に出されたものが膣の中に残っている状態でさらにかき混ぜられるなど、あまりに卑猥で恥ずかしい。頬がぽうっと火照った状態で透夜から離れようとしたが、透夜は百花を解放してはくれなかった。

　百花の前髪を撫でた透夜が、晒した額に可愛らしいキスをする。そのままふっと表情をゆるめて微笑む透夜に、激しい行為ではなくキスぐらいなら、と絆されてしまう。お互いに見つめ合ってどちらからともなく唇を深く重ねると、二人の温度が混ざってそのまま一つになれる気がした。

「百花……俺を、ちゃんと百花の『夫』にしてくれ」

「……？」

　キスの合間に透夜が呟いたので、もう一度見つめ合い、そっと首を傾げる。

　結婚式については未定だが、百花と透夜は役所へ婚姻届を提出し、すでに夫婦となった。名実共に百花の夫である透夜から「夫にしてほしい」と言われ、どういう意味かと不思議に思う。

　そんな百花の表情を見た透夜が少しだけ寂しそうに笑った。

「相談してほしい。一人で抱え込まないでほしい。もっと俺を、頼ってほしい」

　透夜の言葉に、百花はぎくりと身を震わせた。

「俺は頼りないか？　それとも突然求婚するような男は、信用できない？」

「そんなこと、ない……です」

「なら教えてほしい。百花は、いま何に悩んでる？」

　忙しい透夜に心配をかけたくないし、仕事の邪魔をしたくない百花は、今日のことを透夜に相談するべきではないと考えていた。モヤモヤした感情や悲しい気持ちは自分の中で折り合いをつけ、透夜の前では出来るだけ前向きな笑顔でいようと決めていたのだ。

　けれどその強がりも、彼にはお見通しなのだろう。もちろん透夜が百花の事情を無理に聞き出したいわけではないことは、わかっている。それでももう一歩踏み込んで、百花を理解しようとしてくれる。百花を癒そうとしてくれるのだ。

「……私のせい、で」

「ん？」

「私の接客が良くないせいで、お客さんに不快な思いをさせてる……かもしれなくて」

　透夜のその気持ちが嬉しくて、百花自身も彼にもう少しだけ自分のことを知ってほしくて、結局今日の出来事や父が休暇を与えた経緯を彼に話すことに決める。

「ネットに口コミが書かれてたんです。食事が美味しくない、お店がキレイじゃない、女性店員の接客態度が良くない、って」

「接客態度？　百花の？」

「……はい」

　百花が要点だけをかいつまんで説明すると、話を聞いた透夜が短い声と共にフム、と小さく頷いた。

　透夜の納得するような表情を見た百花は、彼が何かアドバイスをくれるのかと思った。

「よ、っと」

「ふわぁっ……!?」

　だが透夜が百花に与えたのは言葉ではなく、互いに密着していた秘部同士をグリッと擦り付ける淫らな戯れだった。

「な、なな、何するんですか!?」

「そんなどうでもいい書き込みなんて、気にするな」

　抗議の声を上げる百花に、透夜はにやりと笑うのみ。先ほど『このままかき混ぜる』と言っていたことを突然思い出したように、中途半端になっていた行為を再開する。

　百花の股の間で、再び反応し始めた陰茎が蠢く。その竿部と濡れた陰唇を擦り合わせるようにゆったりと腰を動かされる。

「やぁ、ん……！　あ、っぁ、っ」

「百花はちゃんと仕事してる。接客態度に問題なんてないし、愛想が悪い姿なんて一度も見たことない」

「で、でもっ……ひぅ、ぁっ……あああっ！」

　秘部同士を重ねて擦り合わせていた透夜が、百花の腰を一度浮かせて花弁を開くと、濡れた蜜壺へ一気に熱棒を挿入する。太く固い楔に貫かれ、身体が歓喜に震え出す。

　腹の上に百花の身体を固定した透夜は、そのまま責めたてるように下から胸をわし掴む。細長く骨張った指がふわふわと揺れる胸に沈むと、その柔らかさと相反するように呑み込んだ陰茎がどんどん固くなり質量を増していく。

「ん、ぁ……ぅんッ──」

「優しくて……素直で。いやらしくて可愛い、俺の百花」

「ああ、あぁっ！」

　透夜の言葉のひとつひとつで心が軽くなっていく。低く甘い声に褒められるたびに、辛辣な言葉に落ち込んだ気持ちが癒されていく。

　それはきっと、透夜が優秀なお医者様だからではない。百花の目を見て、身体を撫でて、キスをして、めいっぱい抱きしめてくれるから。妻を慰めることが夫の義務の一つだとしても、二人の間に深い愛情がないとしても、百花を癒して労わってくれる優しさは変わらないから。

　その事実にきゅっと胸が苦しくなる。

　透夜と結婚することが決まったとき、本当は飛び上がるほど嬉しかった。これまで恋人を作る気持ちになれなかったのも、密かに彼に憧れて恋をしていたからに他ならない。その一方でどんなに透夜に憧れていても、自分が選ばれることはないことも知っていた。

　だから透夜が星川食堂のために百花と結婚すると言い出したとき、夢でも見ているのかもしれないと思った。ありえない急展開に驚きもしたが、こんな幸運があっていいのだろうかと内心では大喜びしていた。

　けれど人間はわがままだ。透夜と結婚することが決まったときはそれで充分だと思っていたのに、今はそう思えない。それだけでは満足できない。二人の間に愛がないことが切なくなってしまう。透夜にとっては、この行為さえ食事を得る目的でしかないことを寂しく思ってしまう。

「とぉ、や……さっぁ、ん……ああ、あっ」

　縋るように透夜の名前を呼ぶと、胸を撫でていた手がそっと離れた。そのまま腰を掴んだ透夜は、百花の目をじっと見つめてゆるやかだった動きを少しずつ加速させていく。百花の反応を確認しながら、感じる場所を探し当てるように腰を揺り動かす。

「っぁ、あっ……透夜、さんっ……んんっ」

　太い熱竿に下から何度も突き上げられたぶん、零れ落ちるように喉から甘える声が溢れてくる。先ほど中に出された精液と身体の奥から滲み出た愛液を、文字通り猛った陰茎でぐちゅぐちゅとかき混ぜられる。

「やぁ、だめ、だめ、ぇ……いく、いっちゃ……！」

「ん……俺も、もう……！」

　その腰の動きがあまりに気持ち良すぎてきゅうぅと締め付けると、透夜も表情を歪めて一気に抽挿を速めた。子宮口に亀頭部がごちゅごちゅと当たると、透夜の腹の上で身体が仰け反ってしまう。それまで色々と考えていた悩みや不安も吹き飛び、ただ透夜に与えられる刺激を追い、快楽を求めるように感じてしまう。

「っふぁ、あ……！」

「ッ……！」

「ひぁ、ん、ああぁ──……っ」

　激しい摩擦と突き上げの連続に、蜜壺に収まった熱棒を締め付けるように身体がビクンッと反応した。次いで下腹部の奥が痙攣し、そこから快楽の余韻が全身に波及する。

　百花が達すると同時に透夜も最奥に吐精する。力が抜けて透夜の胸に倒れ込んだ百花の身体を抱きしめながら、彼も荒い呼吸を繰り返している。

　男性の射精は女性が思うよりもずっと体力を消耗し、しかも出した後はすべての気力が減退するほど疲労すると聞く。だが透夜は、達した直後でも百花に優しい。普段より動きが鈍くなるのは事実のようだが、百花の身体を抱きしめて髪にキスしたり頬や腰を撫でたりと、むしろその時間さえ楽しむ様子だ。

「綺麗にしといてやるから、眠いなら寝ていいぞ」

「透夜、さん……」

「明日は俺も夜勤だから、夕方まで自由にできる。たまには昼までゆっくり寝よう」

「……ん」

　透夜が百花の身体をゆったりと抱きしめて、甘やかすように語りかける。体力をたくさん使ったはずの透夜よりも百花の方が疲れてしまったようで、寝ていい、と言われると、まるで魔法にかかったように睡魔に襲われた。

　だから百花は、彼の言葉を素直に受け入れることにする。

「おやすみ、百花」

「……おやすみ、なさい」

　疲れている透夜に申し訳ないと思いつつ目を閉じると、本当にそのまま眠りの世界に落ちてしまう。




　夢うつつの中で透夜が百花に「愛している」と囁いたので、百花はこれが現実だったらいいのに、とぼんやり考えた。







第四話








　郷見総合病院の夜間および救急搬送出入り口は二十四時間施錠されることがなく、いつでも人の出入りが可能となっている。もちろん救急車から降りた患者が救急医療センターに入るまでの進路を妨害したり搬送の邪魔になる行動は許されないが、百花はここから入ってすぐ右に守衛室があることを知っていた。

　仕事を早めに上がらせてもらったので、時間はちょうど午後十時。搬送車がいないことを確認して出入り口を通過すると、守衛室の小窓をコンコンとノックし、中にいる人物に声をかける。

「洋ようさん、こんばんは」

「おう、百花ちゃん」

「国森先生に夜食を届けに来たんです」

　郷見総合病院に守衛として勤めるこの洋よう一いち郎ろうという年配の男性も、星川食堂の常連だ。透夜よりも前から食堂に通っていることや、父の友人であることもあり、彼には百花と透夜が夫婦であることを直接報告している。

「いいなぁ、俺も星川食堂の弁当食いてえなぁ。……っと、少し待ってくれよ」

　ついでに透夜がスマートフォンのメッセージを確認できないときでも、ここにやってきて頼めば伝言を伝えてくれる。もちろん手術や会議の最中は不可能だが、今日の透夜は夜勤のため手術や会議はないし、今はちょうど休憩時間のはずだ。

「ああ、国森先生かい？　嫁さんが弁当持ってきたぞ。ああ、わかった。はい、はい」

　洋一郎が透夜の院内ＰＨＳに連絡を入れて、百花が来たことを彼に知らせてくれる。事前に連絡をしてあったためか透夜の理解は早く、会話はほんの数秒で終わった。

「百花ちゃん、中央ロビーで待てるかい？　外来は終わってるから人はいないが、今日は救急当番日で照明はついてるから」

「大丈夫ですよ。ロビーで待たせて頂きますね」

「……出ないといいな」

「ちょっと！　脅かさないでください！」

　ホラー番組さえ見れないほど怖い話に耐性のない百花は、楽しそうにからかってくる洋一郎につい怒ってしまう。彼にニヒヒと笑われたので、百花は本格的に怖い話をされないうちにお礼を言って、外来総合受付や会計のある中央ロビーへ足を向けた。

　洋一郎の言う通り、上階へのエスカレーターや再来機は停止しているし、受付や会計や総合案内の照明は消えてシャッターも降りている。だが中央ロビーの照明は、まだちゃんと灯っていた。

（ここで待たせてもらおう）

　ロビーはかなり広いので待てる場所は多かったが、透夜がやってくる方向が二階へ続くエスカレーターからでも、第一外科外来の方向からでも、病棟と行き来するエレベーターホールからでもいいように、すべての場所が見渡せる院内カフェ前のベンチに腰を下ろした。

　透夜を待つ間、スマートフォンでアプリゲームをしながら時間を潰す。

「ん……？」

　しばらくそうしていた百花だったが、ふと遠くで女性のものと思わしき声が聞こえた気がした。思わずピタリと手を止める。さらにその声がだんだん近づいていることに気付き、百花はつい身を強張らせてしまった。

（えっ……本当に出──）

　洋一郎との会話のせいで、冷たい気配が脳裏をよぎる。実際、透夜も洋一郎も『絶対にいないとは言わない』と話すので、病院という場所での心霊現象や怪奇現象はそれほど珍しくないのだと思われる。

　とは言え、今このタイミングで百花が遭遇することはないだろう。

「だから……が、──で、ほんと……！」

「──よ、そんな……って──」

　いやだ、怖い、どうしよう、とぷるぷる震える百花だったが、ふと近付いてきた女性の声が一つではなく二つ存在し、しかも会話をしていることに気が付いた。

　心霊現象同士で会話をするとも、生身の人間と心霊現象が会話しているとも思えない。ということは百花の想像はただの早とちりか思い込みで、普通に人同士が会話をしているのだろう。

　消灯時間を過ぎた午後十時に入院患者がウロウロ出歩いているとは考えにくい。となるとこれは、職員同士の会話だと思われる。

（って、どうしよう！　お仕事の話聞いちゃダメだよね……）

　声が聞こえるのは百花の頭上からだ。現在座っている院内カフェ前のベンチからだと死角になってしまうが、おそらくエスカレーターをのぼってすぐの場所にある売店前で会話をしているのだろう。もちろんこの時間に外来に誰かがいると思っていないだろうその人たちは、普通の声量で会話を繰り広げている。

　医師や看護師はもちろんのこと、すべての医療従事者には診療上知り得た情報を保護する守秘義務が課されてる。たとえ百花がまったく知らない人であっても、プライバシー保護が叫ばれるこの時代に患者の個人情報を知ってしまうなどあってはならない。

（でも透夜さんには、ロビーで待つって伝えてあるし……。……聞いてません、聞いてません。私は空気です……！）

　悩んだ末に自分の手で自分の耳を塞ぎ、情報を遮断することに決める。向こうが百花の存在に気付いていない以上、そうするのが一番手っ取り早いだろう。

　とりあえず手にしていたスマートフォンをポシェットの中に戻そうとファスナーを開けた瞬間、思わぬ声が百花の耳に届いた。

「だって腹立つじゃない！　国森先生があんな女を好きなんて！」

　女性の発した言葉に手を止め、そのまま数度瞬きをする。

（え？　国森先生って……透夜さんのこと？）

　百花が知らないだけで、国森という医師や薬剤師が透夜の他にも存在するのかもしれない。けれど真っ先に思いつくのは、自分の夫である。しかも『あんな女』という言葉も心穏やかではいられない。

「だからって食堂の悪口を書き込むのはやりすぎよ」

（わ、悪口？　……書き込み？）

　会話をしていた別の女性がそう返事をしたので、そのまま石のように動けなくなる。『食堂』という言葉から『あんな女』が百花のことを示していると直感する。それと同時に今話している『国森先生』が自分の夫であることと、表面上であっても透夜が百花を好いていることを知る。だがほっとしている場合でも、照れている場合でもない。彼女たちは今、『悪口を書き込む』と言わなかっただろうか？

「私が感じたことをそのまま書いただけよ」

「そ、そうかもしれないけど」

「メイクもしてない、ネイルもしてない、髪もダサイし、あんな地味な女のどこがいいの？」

「食堂なんだもん、衛生的でいいじゃない……」

「ああもう、ほんとあんな食堂なんて早く潰れて、先生も通えなくなっちゃえばいいのに」

　本人たちは普通の声量で話しているつもりかもしれないが、夜の病院ホールは意外と声が響く。特に百花を批判する女性なんかは、興奮しているのか声がかなり大きい。もちろん会話をしているすぐ下階に当の百花本人がいるとは思ってもいないだろう女性たちは、好きなことを言いたい放題だ。

（書き込みしたの、病院の職員さん……だったんだ）

　そして二人の会話から、百花が、そして星川食堂が病院職員からどのような目で見られているのかを思い知る。

　この女性は、百花や星川食堂が優秀なドクターである透夜にふさわしくない、透夜には似合わないと思っている。だから早く離れてほしくて、星川食堂がなくなればいいと冷たく辛辣な言葉を平気で言い放つのだ。

「ていうか、また別のサイトに書き込んでたでしょ？　これで何回目？」

「さあ？　もう覚えてないわ」

　ふと女性が発した言葉に思わず驚きの声をあげそうになった。それを必死に我慢して、ドクドクと嫌な音を立てる心音と一緒に胸の奥に押し込める。

「いつまで続けるつもりなの？」

「国森先生が食堂に通わなくなるまでよ」

「先生、あのお店がお気に入りだもんね」

「私なら一家全員で職無しになる女なんてお断りだけどね」

　フフンと鼻を鳴らす音までばっちりと聞いた百花は、お腹の底からふつふつと湧いてくる怒りをどうにか必死で押し留めた。

（そうなるかもしれない原因を書き込んでおいて、なんて言い草……！）

　あの書き込みを見た人は、星川食堂と若い女性店員である百花に対して嫌悪感や不快感を持つだろう。これから来店しようとしている人も、すでに来店したことがある人も、不信感を抱くに違いない。

　書かれている内容のほとんどは事実無根だ。メニューが定番のものばかりなのはその通りだし、味の感じ方が人それぞれ違うのは仕方がないので全面的に否定はできない。だが店内の衛生管理不足や客の行動を監視するような事実はないし、まして横柄な態度でお客さんに接したことなど一度もない。それでもあの書き込みを見た人は、星川食堂に足を向けたいと思わなくなるはずだ。

　怒りをどうにか逃そうと深呼吸をして視線を上げた百花は、ふと全面ガラス張りになった中央ロビーのエントランスに自分の姿が映り込んでいることに気が付いた。

（あ……上の様子も窓ガラスに映って……）

　そしてそのまま視線を上げると、百花のほぼ真上に、上階で会話をしている女性たちの姿が映っていることも確認できた。

　相手がこちらに気付いていないのに、百花が一方的に様子を探るのは卑怯かもしれない。だが今の百花にそんな気遣いをしている余裕はない。じっと目を凝らして会話をする女性の姿を観察する。

（って……あ、あの人たち！　この間の!?）

　エントランスに映り込んでいるとはいえ距離はあるし、窓ガラスの外が暗いためしっかり見えているわけではない。だがあのストレートロングヘアの美女にも、彼女をそれとなく宥めるもう一人の女性にも見覚えがあった。たまたまかもしれないが、傍にいた女性はあの日と同じ青いワンピースを着ていたのだ。

（そっか。そうだ……あの人たちが来た日に、書き込まれてたんだ……）

　女性の姿を確認したことで、ふと思い出す。あの後すぐ隣の院外薬局に勤める知り合いが来店して雑談になったのですっかりと忘れていたが、書き込みがあったのはこの女性たちが食堂に来た日だった。

　百花が以前の出来事を思い出しているうちに、女性たちはその場から立ち去っていった。おそらく帰る前に売店の傍にある自動販売機に立ち寄り、そのついでに話し込んでしまったのだろう。結局、百花の存在に気付くことはなかったようで、人の気配と話し声が完全に消えた頃、百花は大きくため息を零した。

（悔しい。悲しい……悔しい）

　あの長い髪の女性は、きっと透夜のことを特別に好いている。異性として特別な感情を抱いているからこそ、妻である百花を見下げる言動をとるのだろう。だが、だからといって口コミサイトのレビューに嘘の書き込みをするのは容認できない。

　もちろん、書き込みの一つや二つで経営不振になったわけではない。あの女性が来店して書き込む前から、食堂の経営は傾いてたのだ。けれど──

「百花？」

「ひゃあっ!?」

　考え込んでいるところに横から突然声をかけられた百花は、驚きからその場にびくんっと跳び上がった。すっかり頭から抜けていた心霊現象のことを思い出したので怯えながら振り返ると、そこにいたのは透夜だった。見慣れた夫の姿を見つけると、ほっと胸を撫でおろして大きな息を吐く。

「悪い。驚かせるつもりはなかったんだけどな」

「い、いえ……大丈夫です」

　ネイビーのスクラブに白衣を羽織った透夜が、百花の様子に笑いながら謝罪してくる。その屈託のない笑顔と白衣姿に、今日もまた見惚れてしまう。

（かっこいい……）

　これまでにも夜食の弁当を届けに来たことがあるので、透夜の仕事着姿は何度か見かけていた。けれどいつ見ても凛々しくて格好いい。動きやすさや親しみやすさが感じられるネイビーのスクラブと、清潔さと医学者の象徴である白衣の組み合わせは、透夜の内面をそのまま表現しているかのようだ。

　しばし透夜の姿を見上げてぼうっとしていた百花だったが、ふとここにきた本来の目的を思い出す。自分の夫に見惚れていたことを悟られまいと慌てて立ち上がると、隣に置いてあった保冷バッグを透夜に差し出した。

「今日は洋食のお弁当と、つくね入り野菜スープです。生姜も入ってるので身体が温まりますよ」

「そっか、美味そうだな。届けてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　バッグを受け取った透夜が、空いている手で百花の頭をぽんぽんと撫でてくれる。その穏やかな表情と優しい触れ方に照れて固まる百花だったが、透夜は些細な仕草から百花の異変に気付いたらしい。

「百花？　またなんかあっただろ？」

　断言するように尋ねられ、ギク、と身体が強張る。不安の感情を表に出せばまた心配されるだろうと考えた百花は、不思議そうな顔をしている透夜に曖昧に微笑んで、どうにかこの場を誤魔化そうとする。

「大丈夫です」

「本当か？」

「本当ですよ。何でもないです」

「へえ？　また俺に隠し事して、お仕置きされたいのか？」

「えっ……」

　百花は上手く笑えていたと思ったのに、透夜が目を細めて口角を上げる。お仕置き、というワードに、以前浴室で焦らされたときのことを思い出す。

「今、期待しただろ？」

「しっ、してません！」

「本当に？」

　再度訊ねられ、下腹部の奥がヒク、と震える。その反応を表に出さないように否定するが、透夜の笑みは深まるばかりだ。

「冗談だって。むくれるな」

　察しの良い透夜のことだ。おそらく自分の予想が大きく外れていないことには気付いたはず。だが自分の職場で不埒な行為をするという発想にはならないらしい。

　もう一度百花の頭を撫でると、

「気を付けて帰れよ」

　と百花を心配してくれた。

「はい。透夜さんも夜勤頑張ってくださいね」

「ん。百花の弁当があるから頑張れるよ。──おやすみ」

「！」

　百花が労うとすぐに微笑まれた。しかし安堵も束の間、人目を確認することもなく腰を屈めた透夜に突然キスされた。

　触れ合うだけの優しい口付けは、今夜広いベッドで一人で眠る百花へのおやすみのキス。

　離れてすぐに、ふ、と笑った彼の表情がほんの少しだけ淫靡で、百花は照れを隠すように透夜からササッと距離を取った。透夜は百花の肩に触れていた手のやり場を失ったようだが、その手を軽くあげて振ると、そのまま第一外科外来の診察室がある方向へ向かって行った。

「はぁ……」

　刺激が強すぎる。

　もちろん誰も見てはいないと思うが、エリートドクターともてはやされる容姿も中身も完璧な夫は、今日もこうして百花を甘やかす。油断しているといつも流されてしまうのだ。

（また心配させちゃった）

　入ってくるときに利用した救急搬送の出入り口へ足を向けながら、透夜に心配と迷惑をかけている現状を思う。透夜は百花を大事に扱ってくれるが、毎日大勢の患者の命や身体を預かる彼に、これ以上負担をかけたくはない。これは百花が自分で乗り越えなければならない、自分で解決しなければならない問題なのに。

（まさか、口コミを書いてたのが病院の職員だったなんて）

　今まで霞がかっていた状況がはっきりと見え、ばらばらだったピースが上手くはまったような気がする。

　星川食堂は何か特別な実績があるわけでもないし、メニューもごく定番なものばかりだが、百花は父の作る料理はどれも本当に美味しいと思っている。それに立地や店の内装や衛生環境、両親の人柄や百花の接客を考えても、簡単に経営難に陥るような問題点は見当たらない。

　だからこうなった原因や現状に違和感を覚えていても、これまでは理由がわからなかった。経営不振を改善することに気をとられていて、原因について考える暇もなかった。

　だが先ほどの会話から察するに、星川食堂の経営難は自然に生じて拡大したものではない。星川食堂が無くなることを望んでいる者が故意に悪辣なレビューを書き込んでいたことが、このような状況に陥った一因だと考えられる。

（そういえばさっき、別のサイトにも書き込んでるって）

　ふと先ほどの女性たちが話していた内容を思い出す。百花は自ら情報を登録した飲食店検索サイトの口コミしか確認していなかったが、世の中には飲食店の従業員が宣伝のために登録するものだけではなく、個人が情報を集約して掲載しているサイトや地図アプリと連携して利用客が情報を追加できるサイトも存在する。

　そのサイトを探して口コミやレビューを確認した百花は、そのまま絶句してしまった。

（本当だ……。しかもかなりひどい内容……）

　一瞬、見なければよかったと思うほどのひどい書き込みの数々だ。しかし内容は『従業員の態度が良くない』といったものがほとんどである。

（そっか……。この頃に書き込まれたの、実際に食べにきてないから料理のことにはあんまり触れてないんだ……）

　日付を確認すると、ごく最近のものから一年近く前のものまで存在するが、他の記事には当たり前のように掲載されている料理の写真が載っていない。閲覧数は少ないようだが、それでも特定の飲食店を見下げる厳しく悲しい内容がまったく何の影響も与えていないとは考えにくい。

　そこで百花もようやく納得する。昼の時間帯に来店するのは通院患者や見舞いにくる家族や元々の常連客ばかりで、飲食店検索サイトの情報を頼りにした客は少ない。だから昼営業にはさほど影響がないが、夜にやってくるのはインターネットやＳＮＳで情報を得る若い世代の病院職員ばかり。そのため、夜の営業だけ客足が遠退いたのだと思われる。

　星川食堂がどうして急に経営不振に陥ったのか。その原因を探る糸口を見つけられたことに、心のどこかでホッとする。

　とはいえ、この事実を透夜にそのまま伝えていいものだろうかと悩む。もちろん透夜は何も悪くない。だがこれらがすべてあの女性による書き込みならば、星川食堂の経営難は透夜を好いている女性によって仕組まれていたようなもの。

　その現状を透夜が知れば、彼に負担がかかるのではないか。職場での人間関係が悪化するのではないか。──責任を感じて、百花と離れると言うのではないか。

（そうなったら、私は……）

　帰宅するまでの道のりを歩く間、何度も透夜の嬉しそうな笑顔と優しい言葉を思い出す。そのたびにあの温もりと離れたくないと思うのに、一人で考えてもこの状況を解決する案は思い浮かばない。




『あんな食堂なんて早く潰れて、先生も通えなくなっちゃえばいいのに』

『私なら一家全員で職無しになる女なんてお断りだけどね』

　──女性の声が、頭の中で何度も反響する。

　彼女が透夜に憧れているのならば、透夜自ら動けば両親と星川食堂に対する嫌がらせは止むかもしれない。だが透夜に事実を打ち明ければ、彼はショックを受けるだろうし、結果百花から離れると言うかもしれない。

　離れたくない。百花はまだ、透夜と一緒にいたいのに……。







第五話








「うう……また失敗しちゃった……」

　透夜のいない広いベッドで、百花は一晩かけて色々なことを考えた。

　食堂の経営不振と、それに拍車をかけた飲食店検索サイトへの批判的な口コミ投稿。書き込んだ相手は透夜の職場の看護師の可能性があり、彼女は透夜を異性として好いている。その事実を透夜に伝えるべきか否か。

　気になることがありすぎて昨夜はなかなか寝付けなかった。上手く寝れなかったせいで仕事にも身が入らず、おつりを渡し間違えたり、グラスに水を注ぎすぎてテーブルを濡らしたりと、失敗を重ねてしまった。これでは本当に口コミに書かれた指摘通りだ。

　昼営業のピークが落ち着いた頃、父に「夜の営業が忙しくなるまで家に帰って休んでこい」と言い渡された。百花自身は大丈夫だと思っていたが、考え事ばかりで仕事に身が入っていないことも事実である。だから結局は父の指示に従い、少しの時間でも家に戻ってリフレッシュすることにした。

「あれ？　透夜さんの靴……」

　マンションのオートロックを解除して部屋に入ると、玄関先に透夜がいつも履いている靴があることに気が付いた。

　現在時刻は午後二時を過ぎたところ。まだ透夜が帰ってくる時間ではないのに……と考えたところで、百花の顔面からサッと血の気が引いた。

「透夜さん！」

「ああ、おかえり百花。休憩時間か？」

　リビングに入ると、お風呂上がりの透夜がソファに腰を下ろしてお昼のワイドショー番組を眺めているところだった。百花の帰宅に気付いて肩から振り返った透夜が嬉しそうな笑顔を見せる。

　だが、百花は咄嗟に笑顔を返せない。

「ご、ごめんなさい！　そうですよね……昨日が夜勤なら、今日は夜勤明けですよね……」

「ん？」

「私……透夜さんのお昼ごはん、作るの忘れてて……」

「ああ、それなら大丈夫だ。冷蔵庫にあった作り置きのおかずとインスタントの飯で済ませたから」

「！」

　透夜は何でもないことのように頷くが、百花は自分のありえない失態に愕然とした。

　透夜と結婚して以来、百花は自然と透夜の食事を用意するようになった。毎食ちゃんと作ることを徹底してほしいと言われたわけではないし、昼食は職場のスタッフ食堂、夜食は星川食堂で摂ることもある。けれどそれ以外の食事はすべて百花が作っていた。透夜に美味しいと褒められることで、百花も喜びを感じていた。だから透夜の食事の用意を忘れることなど、今までは絶対にありえなかったのに。

「……ごめんなさい」

　考え事で注意が散漫になり、仕事にも家事にも身が入っていなかった。そのせいで夜勤の次の日は昼頃に帰宅することも、帰って来た透夜のために事前に昼食を用意しておくことも、綺麗さっぱり頭から抜け落ちていた。

　その結果、夜勤を終えてお腹を空かせて帰って来た透夜に、作り置きとレトルトの食事というわびしいご飯を食べさせてしまった。一緒に食事を摂ることはできなくても、せめて美味しい食事を用意したかったのに。

「ごめんなさい。透夜さん……ごめんなさい」

「泣かなくていい。俺は別に怒ってないし、責めてもいない」

　俯いてぽつぽつと漏らしたのは、謝罪の言葉のつもりだった。けれど近付いてきた透夜が心配そうな表情で顔を覗き込んできたので、言葉だけではなく涙も零れていることに気付かされた。

　止めようと思った。泣いても百花が透夜の食事を忘れていた事実は変わらないし、透夜を心配させるだけだ。だから無理にでも笑顔に戻ろうと思ったのに、心に余裕がないのかまったく笑えなかった。百花や星川食堂を取り巻く現状、夫婦になった透夜との関係、そしてあの女性の言葉が──透夜に百花はふさわしくないという台詞が、笑顔を作りたいと思う気持ちを蝕む。百花の心を苛む。

「透夜さん、は、優しいから……私を責めないけど……けど」

「……百花？」

「私、本当になにも……ちゃんと、できなくて……っ」

　透夜はいつも百花に優しい。些細な家事を褒めて甘やかしてくれる。実家の手伝いに勤しむ百花を拒むどころか、百花や星川食堂のために資金面でも時間面でも協力して支援してくれる。百花の好きにさせてくれる。

「私……透夜さんに、ふさわしくない」

　けれど本当はわかっている。優秀な外科医である透夜をサポートするためには、家事はもちろんのこと、対外的にも完璧な振る舞いを身につけ、彼に役立つ存在にならなければいけない。

「もっと、美人で可愛くて……お料理上手で、気遣い上手な人が、透夜さんに、は」

「百花」

　嗚咽を漏らしながら訴える言葉は、透夜に途中で遮られた。はっと我に返ると、両腕を伸ばした透夜に抱きすくめられ、背中をさするようにそっと撫でられている。

「よしよし。俺の可愛い奥さんは、また頑張りすぎてるな」

　耳の傍で囁かれた言葉は、百花を労わって癒すように優しかった。甘さを含んだ声と温かい体温が、孤独のまま悩んで苦しんでいた百花の痛みを和らげる。苦しい感情を溶かしてくれる。

「ゆっくり深呼吸して、肩の力を抜いて」

　透夜の肩の上に額を乗せるように身体を抱かれ、後頭部をぽんぽんと撫でられる。たったそれだけで不安でいっぱいの気持ちが落ち着き、乱れていた心が安定して息苦しさがなくなる。悲しい気持ちが少しずつ小さくなっていく。

「何があった？　言える範囲でいいから、話してくれないか？」

　透夜に諭され、百花はまた溢れそうになる涙を堪えてこくこくと頷いた。もちろん話せばこれまで以上に透夜の負担になることも知っていたが、それでもいいから話してほしい、百花の悩みを分かち合いたいという透夜の想いが、一人で頑張ろうしていた決意を解きほぐした。

　百花はこれまでにあったことや、昨日夜食を届けた際に見聞きしたことのすべてを透夜に話した。嗚咽混じりの拙い言葉ではあったが彼にもちゃんと伝わったようで、話を聞いた透夜が、ほう、と短く息を吐いた。

「……そうか。なるほどな」

　ソファの隣に座ってぽつりと呟いた透夜が、百花の肩をそっと抱き寄せる。

「よかった。俺にふさわしくない代わりに、他の男にふさわしいなんて言い出すのかと思って焦った」

「そ、そんなわけないじゃないですか……」

「わからないぞ？　俺は百花が他の客に口説かれるんじゃないかと、毎日気が気でならない」

　冗談めかして呟く透夜だが、そんなはずはない。百花は透夜と結婚するまで恋人などいたこともないし、異性にモテた記憶もない。だからその心配が無意味なのはわかりきっているが、肩から回した手で百花の顎先をゆるりと撫でる透夜は、思いのほか本気の表情と口調だった。

「食事のことは気にするな。これからも忙しかったり体調が悪いときは無理しなくていい」

「……はい」

「食堂の件は……何か手を打たないとな」

　透夜の指遣いにくすぐったさを覚えつつされるがままになっていた百花だが、ふと彼が呟いた声には、わずかに怒りの感情が含まれている気がした。

　視線を上げて小さく首を傾げる。その表情を見た透夜が、ふ、とまたやわらかな笑顔を零した。

「星川食堂は俺の活力で、百花の笑顔は俺の癒しなんだ」

「……え？」

　透夜の思いがけない言葉に、ぱちぱちと瞬きをしてしまう。

「今の俺を天才だとかエリートだとか呼ぶ奴もいるが、別に最初から完璧だったわけじゃない。むしろ郷見に来たばかりの研修医の頃なんて、本当に使い物にならないぐらいひどいもんだった。俺はずっと、自分の無力さに絶望していた」

　透夜の話によると、以前の彼は特別に優秀な医師だったわけではないらしい。それどころかいくら勉強しても実践では知識も技術も追いつかず、寝る時間や食べる時間を惜しんで働いても、いざというときは自分の経験不足に足を引っ張られてしまう。

　目の前に救うべき命があるのに、焦れば焦るほど失敗する。失敗しないようにと躍起になったぶん体力と集中力が落ち、結果失敗を重ねて余計に焦るという悪循環に陥っていた。

「寝てるんだか起きてるんだか、三食ちゃんと食ってるのかもわからない……今思えば、かなりひどい有様だったな」

　そんなある日、夜勤を終えた透夜はふらふらになりながら病院の敷地を出た。そのまま自宅へ帰るつもりだったが、そこでたまたま目に留まった星川食堂から美味しそうな匂いが漂っていることに気付いた。導かれるように食堂に入った透夜は、そこで運命的な出会いをした。

「あのときに食ったハヤシライスは本当に美味かったよ」

「ハヤシライス、ですか？」

「そう。……で、食ったら満腹になって、そのまま寝てしまったらしいな。気付いたら食堂の奥の座敷で、毛布被って寝こけてた」

「！」

　さらりと語られた透夜のエピソードには既視感があった。百花がハッとして顔を上げると、見つめ合った透夜が少しだけ照れたように笑う。

「え!?　あのときの人、透夜さんだったんですか？」

「なんだ、覚えてるのか？」

「覚えてますよ。奥の座敷に運んだあと、私しばらく傍で様子見てましたもん」

　百花はそのときの出来事をちゃんと覚えていた。

　あれは六年前の夏の終わり、まだ星川食堂が繁盛しているとき。開店とほぼ同じタイミングに一人で入店してきた男性は、父の作ったハヤシライスを食べるとそのままカウンターに突っ伏して眠ってしまったのだ。食べ終わったのなら、と食器を下げようとした百花がその姿を発見し、当時アルバイトで入っていた女子大生と主婦の従業員も含めて、一体どうしようかと随分悩んだのだ。

「具合が悪いなら救急車を呼ぶか、そのまま救急センターに走った方が早いか、このまま寝かせとくか、ってみんなで話し合ったんですから」

「悪かったよ、本当に」

「まあ、お父さんが『寝てるだけなら寝かせとけ』って言うから、結局は救急車も呼びませんでしたけど……」

「そうか、それは助かったな。搬送されていたら、俺はいい笑い者だった」

　当時の話を聞いて屈託なく笑う透夜だが、百花は過去の話と目の前の透夜の姿があまり結びつかない。

　何故ならそのときの男性は眼鏡をかけていて、もっとやつれていて、全体的に覇気がない印象だった。年齢と風貌から郷見総合病院の職員であることは予想できたが、あまりにも疲れてフラフラだったので、後に彼がエリートドクターと呼ばれる存在になるとは想像もしていなかった。

　おそらく当時の透夜は食べる暇も、運動をして身体を鍛える時間も、散髪に行く余裕もなかったのだろう。相当の極限状態だったのだと知り、百花もそっと胸が痛くなる。

「次に店に行くまで時間が空いたせいか、二回目に会った百花は俺に気付いてないみたいだった。でも義父さんと義母さんはちゃんと気付いたぞ」

「えええ！　そうなんですか!?」

　透夜の告白に驚く百花だが、透夜はそんな反応までお見通しのようだ。驚く百花の顔を覗き込んで表情を確認すると、また楽しそうにくすくすと笑う。

「百花もいつも忙しそうだったけど、俺とは全然違った。いつも前向きに笑顔で接客して、食堂に来る客を癒して、みんなから好かれているのはわかってた」

「え……？」

「俺も、明るくて素直な百花に癒されてた。食堂の飯を食って百花の笑顔を見るだけで頑張れた。だから今の俺があるのは、星川食堂と百花のおかげなんだ」

　真面目な表情と声音で告げられた言葉に困惑していると、透夜が苦笑いを浮かべた。

「百花を好きだと自覚した途端に来店回数が増えたから、義父さんと義母さんにはそれもバレてたんだろうな」

「……え」

　透夜が何気なく漏らした台詞につい驚きの声を上げてしまう。あまりにも自然だったので、言った透夜本人も自覚していないかもしれない。だが彼は今、確かに『百花を好き』だと言った。願望はあっても実際にはありえないと思っていた告白に、百花の方が固まってしまう。

　けれど透夜の話には納得できる部分も多い。

「それでお父さんとお母さん、透夜さんの提案を受け入れたんだ……」

「……ん？」

「直接確認されたわけじゃないですけど、私が透夜さんに憧れていたこと、きっと両親は気づいていたはずです」

　ぽつりと呟き、透夜の顔を見上げる。

　百花は『食堂を潰さないために百花と透夜が結婚する』などという、普通に考えれば絶対におかしい提案を両親があっさり受け入れた理由を、ずっと考えていた。どちらにしても支援を受けるのなら、婚姻関係を結ぶ必要はない。百花が密かに透夜に憧れていたのは事実だが、いくら娘の恋心に気付いていても、エリートドクターである透夜に相応しい相手を考えれば、彼の提案は気持ちを受け取るだけに留めるはずなのだ。

　だが両親は二人が両想いであることを知っていた。だからこそ、ただ単に支援を受けるという最初の提案はそれとなく断った。その申し出を受けて透夜と星川食堂の間に明確な上下関係が生まれれば、百花は透夜の機嫌を損ねないよう気を使うことになるし、透夜も立場が弱い百花に遠慮してプライベートで誘えなくなる。せっかく両想いであることを知っているのに、透夜から金銭的援助を受けると二人の距離が遠ざかる可能性があると、両親は最初から理解していたのだ。

　しかしこれが結婚に伴う結納金となると、話は別である。経緯はどうあれ両想いの二人が夫婦になれば物理的距離は近付くし、それにより遠慮が必要な上下関係が生じることもない。透夜の思いきりのいい提案は、両親にとっては食堂の経営不振云々よりも、二人の関係を進展させる最良の条件だったのだ。

「そう、だったのか」

　百花の説明を聞いた透夜はどこか納得したような、その反面拍子抜けしたような表情になった。

　そして透夜はふと、今の話の中に含まれる別の情報に気付いたらしい。

「じゃあ百花は、俺のことが好きなのか？」

「え……？」

　半信半疑といった様子の透夜に訊ねられ、無意識に自分の気持ちを打ち明けていたことに気が付く。

「……はい。私、ずっと透夜さんに憧れていたんです」

　高校までは共学の公立学校に通っていた百花だが、異性と特別な関係になったのは透夜が初めてだ。それまでの間にまったく恋をしなかったわけではないけれど、自分の想いを告白するのも透夜がはじめてなので、気持ちを素直に口にすることに少しだけ照れてしまう。

　だが透夜は自分の本音を口にすることを躊躇わない性格なのか、百花の告白を聞くとまた自分の感情をストレートに伝えてきた。

「そうか、俺もだ。俺もずっと、百花が好きだった」

「透夜、さん」

「病院のスタッフが『星川食堂の娘が可愛い』と話しているのを聞いて焦ってた。支援したいと申し出たのも本心だったが、結果的に大事な順番を飛ばして結婚する形になった。ごめんな、百花」

「いいえ、いいんです。透夜さんが私を選んでくれて、嬉しいです」

　ぎゅっと抱きしめてくれる透夜の気持ちに応えたくなり、百花も透夜の背中に手を回す。広くて大きな男性らしい身体に抱きつくと、透夜の腕の力もより一層強くなった。

「レイ、という名前のうちの職員……だったな？」

　これまでの流れを思い出したのか、透夜が静かな声で訊ねてきた。百花が頷くと、透夜も再度頷いてくれる。

「俺も協力する。だからもう、一人で悩まなくていい」

「ありがとうございます」

　透夜の力強い言葉にほっと安堵する。

　百花の顎を指の先で掬い、じっと見つめながら語りかけられると、不安な気持ちがほどけていく。透夜が傍にいてくれるだけで、どんな困難も乗り越えられる気がする。

「あの、透夜さん……？　この手は……？」

「いや、百花も俺が好きなんだと知ったら、つい」

「つい、じゃないですよ。私、夕方の営業時間前に戻らなきゃ……」

「大丈夫だ。俺も夜勤明けで疲れてるからそんなにもたない」

　百花の腰を抱き寄せた透夜が、耳の傍に口付けながらくすくすと笑う。吐息がかかるそのくすぐったさに身を捩る。

「ああ、俺の食事を忘れていた罰が必要だな」

「う」

「食事の準備を忘れたことに落ち込む百花も慰めなきゃいけない」

「え……ってそれ、もう何でもいいんじゃないですか？」

「そうだな、何でもいい」

　百花の問いかけに透夜が微笑む。百花を愛おしむ笑顔の中に、百花を官能の世界に誘惑するような色気が混じる。

「百花に触れたい。百花が納得する理由になるなら、悪戯でも罰でも慰めでも、なんでもいいんだ」

　透夜の要求に気付いた百花は照れてしまうが、もちろん嫌なわけではない。透夜の手が腰から背中を辿り、首の後ろをゆっくりと撫でるので、百花も力を抜いて彼の腕に身を預ける。この人になら、自分のすべてを預けられることを知っているから。

「理由なんていらないですよ。だって私たち夫婦ですから」

「百花……」

「透夜さんの好きにしてください」

「……好きにして、は反則だろ」

　一瞬困惑したように呟く透夜だったが、再び見つめ合うとまた優しい笑顔になる。

　そのまま顔を傾けた透夜と唇を重ねると、安心した百花の心はふわりと軽くなった。




「透夜さん……もう、いい……いいです、から……！」

「ん？」

　ベッドルームに連れていかれた百花は、すべての服を脱がされてベッドに横たえられた。見つめ合った透夜の丁寧なキスと胸への愛撫で身体も思考もぐずぐずにとろけさせられた百花は、懇願するように透夜のシャツを握りしめた。

「舐められるのは嫌か？　胸、気持ちいいだろ？」

「き、気持ちいい、です……けど」

　確かに好きにしていいと言った。透夜の望むようにしてほしいと言ったのは百花だ。

　しかし言質を取った透夜がすぐに挿入して激しく奥を突いてくることを想像していた百花は、彼の執拗な愛撫に困惑しきりだった。

　散々指で弄ばれた胸の突起をさらに飴玉のように舌で転がされると、本当にこれが透夜の望みなのかと疑問に思う。これでは透夜の好きなように、というより、とにかく百花の身体をたくさん撫でたり舐めたりキスをすることで、百花を甘やかしているだけな気がする。

「……っ……～ッ、ふ……ぁぅ」

「なんで声を我慢するんだ？」

　カーテンを引いていない晴れた昼間の部屋は、言うまでもなく明るい。その明るい場所で、指の腹でくるくると乳首を弄られながらじっと見つめられると、恥ずかしさからつい視線を逸らしてしまう。

「ふぁ、ぁっ……」

　優しい愛撫の合間にきゅっと乳首を摘ままれると、それだけで身体が反応してしまう。喉の奥から高い声が溢れて、自分ではまったく止められなくなってしまう。

　確かに透夜の望みを叶えたいと言ったが、このまま撫でられ続けていると気持ち良さのあまり胸だけで達してしまいそうだ。自分がそれほど淫らな体質であると認めたくない百花は、とにかく透夜の指から逃れるために必死に身を捩って意識を逸らそうとする。

　そうして身体の位置を動かしたとき、百花の傍らに肘をついて顔を覗き込んでいた透夜の股の間に手が触れてしまった。彼はまだ下着を脱いでいなかったが、明らかに固く張りつめた存在に、百花はほうっと熱い息を吐いた。

「とーやさ、ん……私も」

「ん？」

「私も、したいです」

　百花が透夜の顔をじっと見つめて提案すると、指先で乳首を転がしていた透夜の動きが静かに停止した。透夜がそのまま無言になってしまったので、先ほど偶然触れた場所に今度は自らの意思で触れる。

「だめ、ですか……？」

「いや、駄目じゃないが……。百花に出来るのか？」

「できますよ……多分」

「そうか、じゃあしてみるか？」

　透夜に問いかけられたので、顎を引いて同意の意思を示す。百花の『私もしたい』は、透夜の乳首を弄ったり舐めたりしたいという意味ではない。胸ではなく、たった今下着越しに手が触れた場所に直接この手で触れてみたい。出来れば気持ち良くなってほしい、という意味だ。

　百花の意思を確認した透夜と身体の位置を入れ替える。下着を下げると中からぶるん、と飛び出て来た陰茎を、思わず固唾を飲んで直視してしまう。

「わ……おおき、い」

　普段はまじまじと見ることはないが、こうして明るい部屋でじっと観察してみると、ここだけ彼の身体の一部ではないみたいだ。他の肌よりも少し色が濃く、硬さを保ったまま先端がお腹につくほど鋭くそそり立っている。

「こんなに、固くなるんですね……」

「まぁ……そうだな」

　改めて考えてみれば、いつもこれが百花の中に挿入され、自分では触れられないほど深い場所を激しく突かれるのだ。そう思うと、なんだかそわそわと不思議な気持ちになる。触れられていないうちから、蜜壺がきゅっと切なく疼き出す。

「舐めて、いいですか？」

　自分の秘部の反応を誤魔化すように尋ねると、透夜が喉の奥で笑う。大胆な申し出が可笑しかったようだが、百花の言葉を否定することはなく、したいようにさせてくれるらしい。

　透夜の股の間に屈むと、勃起した陰茎に顔を近付ける。シャワーを浴びたばかりのためか、ほんの少しだけ石鹸の香りがする。その太く硬い陰部の先端に唇で触れると、少しだけ舌を出してぺろりと舐めてみる。

　けれどそれだけではわからない。味も匂いもないそれの存在をもっと感じたくて、膨らんだ先端をかぷりと口に含んでみる。

「っ……無理、しなくていいぞ」

「無理なんて、してません……」

　透夜が焦ったような声を出すので、口を離して呟く。だが言いたいことを告げると、また同じように雄竿の先端を口に含む。

　もちろん無理はしていない。透夜の身体に唇や舌で触れたり、口の中に含むことに嫌悪感はない。

（むしろ、もっと……）

　それどころかもっと舐めてみたい。もっと舐めて、吸って、透夜の味を直に知りたいと思ってしまう。

「ん……ん……むぅ」

　不思議な気分だ。中に鉄の支柱が入っているのではないかと思うほど固いのに、根本に可動性があるので触れるとピクリと反応する。そこに口付けるほど、舐めるほど、吸い上げるほど、透夜のすべてを愛おしく感じる。先端からじゅわりと滲み出してくる透明な蜜にはほんの少しだけ苦みがあるのに、もっと味わってみたいと思う。

「んっ……んぅ……ん」

「百花……反対を向いて上に乗ってくれ」

「……？」

「百花にしてもらっている分、俺もしてやる」

　しばらく夢中で舐めたり口に含んだりしていたが、ふと透夜に声をかけられたので、一旦中断せざる得なくなった。

「え、いえ、でも……」

「いいから、ほら」

　それではまた百花が乱れることになってしまう。自制が効かないほど声を漏らして、恥ずかしいことを口走ってしまう。そうならないために拒否しようとした百花だったが、強い力で身体を引っ張りあげられ、そのまま後ろを向くように誘導された。

　すると再び百花の眼の前に透夜の陰茎がそそり立つが、先ほどとは方向が違う。透夜の陰部を観察したり、直に触れたり舐めたりできるのは同じだが、仰向けになった透夜の腹の上に跨ると、代わりに自分の秘部を透夜の目の前に晒す格好になる。

　確かにこの体勢だとお互いの秘部を刺激し合えるが、相手の表情や行動がわからないので、何をされるのかわからない。突然触れられるのではないかとドキドキ緊張する反面、優しい透夜の愛撫を知る身体は妙に期待もしてしまう。

「可愛いな。ここ、ひくひく動いてる」

「や……っ、言わなくて、いいです……！」

　百花の秘部が透夜の目の前に晒される。陽の光の下で普段は秘めた場所が丸見えになってている。羞恥心から顔が火照るのを感じたが、透夜を制止する前にもっと恥ずかしい状況に襲われた。

「ひああ、っ……ん！　やぁ」

　透夜が百花の腰を掴んで引き寄せた瞬間、淫花の中央にぬるりとした熱い塊が触れた。その刺激に驚いて腰を上げようとしたが、透夜の大きな手が両方のお尻の肉を掴み、長い指先で陰唇を開かれる。空気に晒された場所にまた熱い感覚が触れ、ようやく百花も秘部を舐められていると気が付いた。

「ああ、ぁん、あっ」

「ああ、垂れてきた」

「なっ……そんなっ……んぅ！」

　透夜の報告を聞いた百花は、そんなはずはないと首を横に振る。だがその直後に蜜口に吸い付かれ、じゅる、ちゅ、ぢゅっ、と愛液を啜る激しい音が室内に響いた。

「あっ、ぁ～～っ、っ……ん、ん」

　百花は透夜にもちゃんと気持ち良くなってもらいたいと考えていた。先ほどと同じく透夜の陰茎を口に含んで刺激すれば、彼も喜んでくれるだろうと思っていた。

　しかし与えられる刺激があまりに強すぎて、口淫を継続することが出来ない。快楽の波に意識を持っていかれ、透夜の雄棒を両手で包んだまま浅い呼吸を繰り返すのがやっとだ。

　達する直前に透夜の舌先から逃れようとしたが、彼は百花の限界の気配を感じ取ると、腰を掴んだままさらに強く蜜口へ吸いついた。じゅるるっ、と激しく啜られた瞬間、身体の奥から湧き上がってきた強い快楽が急激に爆ぜる。

「んぁ、あああっ！」

　身体の熱を解放すると同時に、内股がガクガクと小刻みに震え出す。ひく、ひくん、と膣内が収縮した直後、ひどい虚脱感に襲われた。秘部が麻痺したように震え、透夜の上で四つん這いになった腕や足からも力が抜けてしまう。

「百花、そこ握ったままだと痛い」

　透夜の腹の上で達した際に、握った陰茎に力を込めすぎてしまったらしい。透夜が怒っているようでも本気で痛がっているようでもなく、楽しそうに笑うので「ごめんなさい……」と呟いて勃起したそれから手を離そうとする。

　しかし手の力をゆるめた瞬間、敏感になっている秘部の周囲を透夜の長い指に撫でられた。

「ひぅっ……！」

「舐めてくれるんじゃないのか？」

「あ、ぅ……舐め、ます……私だって、できま……ぅ」

　その刺激に驚く暇さえ与えないように、指先が蜜口の周りや陰核を弄り始める。

　だから百花もぼんやりとする頭を必死に動かし、角度を保ったままの陰茎に再び唇を寄せる。竿部に浮き出た血管を舌の先で辿るように舐めてみたり、そのまま少しだけ甘噛みしたりと、唇と舌を懸命に動かして優しく刺激する。

　根本付近まで丁寧に舐めたので、今度は亀頭部を口に含む。自分でも抵抗感を覚えるかもしれないと思ったが、固く膨らんだ部分を口内へ迎え入れても嫌悪は感じなかった。

「ぁ……ん……むぅ……っふ、……ふぅ」

　先端からじわりと滲んでくる蜜を味わい、舌を使って丁寧に舐め転がす。すると透夜の雄竿がぴくっと動く。その反応に百花もだんだん嬉しくなってきて、少し頑張って奥まで口に含んでみる。

（だめ……入りきらない……）

　しかし勃ち上がった陰茎を口に含もうと思っても、透夜のものが大きすぎるのか、百花の口が小さいのか、全部を口に含むのは難しい。

「ん……む、ぅ……んん、っふぁ」

「美味しいか？」

　仕方がないので亀頭部を中心に全体に舌を絡ませるよう舐めていると、透夜が嬉しそうにそう訊ねてきた。百花が懸命に食む様子をからかうつもりなのだろうが、聞かれた百花は恥ずかしくてたまらない。

「!?　んぅ、ん、っぁ、ふぁっ……！」

　透夜にも気持ち良くなってほしかったので、羞恥に耐えながら口淫を続ける。しかし透夜は百花の努力を妨げるように蜜壺の中に指を挿入し、そのままぐちゅぐちゅと大きく動かし始めてしまう。

　今度は先ほどのような優しい指遣いではない。指一本なら余裕があると判断したのか、さらに指を二本に増やし、そのまま膣内をかき混ぜるように激しく指を前後させる。

「ひぁ、っぁ、……っぅん、あぁっ」

　身体の奥底で眠る欲を引き出すように、透夜の指先が激しく淫らに秘部を擦る。くちゅ、ぐちゅ、と激しい音が響くたびに、百花の羞恥心が増大していく。

「や、ぁっ……ぁん」

「ほら百花、逃げるな。もう少し腰落として」

「だ、だめ……っ！　あっ……ん、また、いっちゃ……」

　透夜にも感じてほしくて頑張っていたはずなのに、気が付けば陰茎を含んでいた口からはまた甘い声が溢れてくる。刺激を与えられるともっとほしいとねだるように腰が動いてしまう。透夜の激しい指遣いに合わせて、まるで自ら求めるように身体を揺らしてしまうのだ。

　激しい指遣いが止まると、達していないのに全力疾走した後のような疲労感に襲われた。肩で息をしながら透夜のお腹の上に脱力する。その様子を見た透夜は、

「人の掴んだままでへたり込まないでくれ。それとも、そんなに気に入ったか？」

　と、また百花をからかってきた。

「ち、ちが……」

「わかった。じゃあそのままの体勢でいい」

「っ……え？」

　短く宣言した透夜が身体を起こしたので、もう終わるのかと思った。だが、そんなはずはない。

　百花の身体の下から這い出た透夜が、四つん這いになって脱力していた百花の上に後ろから覆いかぶさってくる。そのまま彼の手がお尻に添えられたところで、ようやく百花も自分の身に起こるであろう状況を察した。

「ちゃんと慣らしたから、大丈夫だ」

「あっ、ま……ふ、あぁっ……！」

　百花のお尻をするりと撫でた透夜がそのまま指先で蜜口を開く。直後に熱い塊の存在を感じたが、制止する前にぐぷ、と先端が侵入してきた。

　思わず息を詰める百花だが、透夜には一切容赦がない。お尻を撫でていた手は決して逃がすまいと百花の腰を強めに掴み、期待と緊張で収縮する蜜穴に熱竿を突き立てる。

　ゆっくりと確実に陰茎を沈められ、百花の身体が快感に仰け反る。背中がしなるとその分秘部の締め付けが強まるようで、背後で透夜が息を詰めた。

　けれどそれは一度だけ。腰を掴む透夜の指先に力が込められると、そのまま抽挿のスピードが加速する。まるで百花の膣内に己の存在を刻み付けるように、強く激しく最奥を突かれる。

「あぁっ、あ、ん……、っふ……ぁあ！」

　ぱちゅ、ぱちゅん、と肌同士がぶつかる高い音に、ぐちゅ、ぬちゅ、ずちゅ、と結合部から溢れ出す水の音が混ざる。猫のように四つん這いになった百花の淫花を、透夜の雄竿が獣のように激しく責め立てる。

「いぁ、ぁん、あっ……あッ……ぁあん」

　膨らんだ雁部が膣壁をぐりゅっと抉る。後ろから腰を掴まれ、敏感な場所ばかり狙って突かれる状況に次第に興奮していく。

「あぅ……や、なんで……！」

　しかし激しい刺激に性感を高められて絶頂を迎えそうになるのに、そのたびに透夜の動きが少し弱まる。

「やぁ、ぁ……透夜さ……あんまりできな、って……言ったのに……！」

「言った。だから今、必死に……耐えてる」

「う……うそ……！」

　後ろから挿入されているので透夜の表情を確認することはできない。けれど角度を変えて激しく責め始めたと思った矢先に再びゆったりとした動きに戻る。急激な突き上げと緩慢な抽挿の合間で焦らされた百花の身体は、震えながら見悶えた。

「あぁ、んっ……もう、やぁ……あっ！」

「気持ちイイだろ？」

　優しく尋ねられてもどう返事をしていいのかわからない。確かに気持ちいいが、素直にその感覚を伝えればまたゆったり貫かれたあとに激しく責められ、限界まで焦らされてしまう気がする。

　百花に問いかけた透夜はしばらく優しい抜き挿しを繰り返していたが、奥に届くたびに百花の濡れた淫花がきゅうきゅうと締め付けるので、そのうち耐えられなくなってきたようだ。

「まずいな……本当に、もたない」

「ふぁっ……ふ、ぁ、あっ」

　百花を翻弄していた透夜がぽつりと漏らす。

　ゆるやかな動きから激しい抽挿に急加速すると、すでに敏感になっていた百花の蜜穴は透夜から与えられる快感のすべてを拾い上げようとする。ぐちゅ、ずちゅ、と淫らな水音が部屋中に響き、我を忘れた百花の目の前で白い火花がパチパチと弾け散る。

「ああ、ひぁ、ああぁ……っ！」

「……ン──っ、は」

　子宮の入り口をトン、と強く突かれた瞬間、百花は再び絶頂を迎えた。激しい快感に溺れるように陰茎を締め付けてしまい、その刺激に感じたのか、腰を震わせた透夜も少し遅れて百花の中へ精を吐いた。

「とぉ、や、さ……」

　ゆるい焦らしと激しい突き上げに乱されて体力を消耗してしまった。絶頂の余韻が残る身体がシーツの上に崩れ落ちる。姿勢が変わったせいで収まっていた熱棒が抜け出たので、謝罪をしようと首と視線だけを後ろへ向けた。

「っ……百花、もう一回」

「……え？」

　へたり込んだまま透夜と見つめ合うと、一瞬息を詰めた透夜に再度腰を抱えられた。てっきりもう休めると思っていた百花は、透夜の行動に驚いて慌てて身体を起こそうとした。

「ちょっ……！　……ぁああっ」

　しかし濡れた蜜穴に形も大きさも温度も知り尽くした陰茎を迎え入れる抵抗感はなく、勢いづいた挿入と同時に結合部の隙間から蜜泡が噴出した。

「や、なん……っ、なんで……！」

「まだ治まらない」

「え……嘘です、よね……？」

「まあ、もたないかもしれない、とは言ったが、一回で終わるとは言ってないからな」

「そんな……ッぁあ！」

　それはただの屁理屈だと思う。透夜に体力があることは知っていたが、夜勤明けに何回も『できる』なんて聞いていない。舐め合って慰められるだけで終わると思っていたところを普通に抱かれただけで十分驚いたのに、さらにもう一回だなんて体力が無尽蔵なのだろうか。少し休憩して夜の営業も頑張ろうと思っていたのに、これでは身体が休まらない。透夜だって、余計に疲れるだけだと思うのに。

「百花……ほら、どうだ？」

「っぁ！　あ、んぅ……っ」

　一度達したせいで余裕が生まれたのか、透夜が腰を突き入れながら楽しそうに訊ねてくる。後ろから挿入されているのは同じだが、今度は透夜の厚い胸板と百花の背中がぴたりと密着し、下から百花の胸を包むように掴まれている。透夜の大きな手のひらに胸を撫でられる快感に満たされていると、油断するなと言わんばかりに固く尖った乳首を指でピンと弾かれた。

「やぁ、っ……だめ、……っ、きもちぃ……」

　その鋭い刺激に反応して素直な感情を口にすると、透夜が耳元でくすくすと笑う。敏感になった身体は彼の吐息にすら感じてしまうのに、透夜は百花の胸を揉みしだきながらまたゆるい抽挿を繰り返すのだ。

「すき……とぉや、さ……っ」

　重なった肌から互いの温度が感じられる。その温もりに抱かれる心地よさが少しでも伝わるように、といつもは恥ずかしくて口に出来ない言葉を口にする。

「すき、すきっ……！　とーやさ、んっ……！」

　透夜はいつも百花を大事にしてくれる。明確に言葉にされるまでは気付けなかったが、今ならわかる。優しい愛撫の中にも激しい抱き方の中にも、彼の深い愛情が含まれているのだ。

　後ろから回ってきた透夜の手が百花の顎を捕えると、そのまま貪るように口付けられた。

「ん……なるほどな」

　唇を離した透夜が至近距離で微笑む。

「これが、気持ちいい理由か」

「っぁああ！」

　ふ、と息を吐くように囁かれた瞬間、キスに溺れて停止していた抽挿が突然再開した。

「俺も、百花が……好きだ」

「あ、あっ、あ……ん、ぅ」

　腰を打つ速度が上がると、突き上げの間隔も狭くなる。濡れた結合部が卑猥な摩擦音を生み、膣内を埋める熱塊の質量が増していく。

　満たされている感覚が心地よくて、胸を包んでいる透夜の手に自らの手を重ねる。そうやって少しでも多く触れ合うことで、このまま透夜と一つになれる気がする。

「透夜、さん……！　すき……っ」

「百花……っ」

「あ、っぁあ……」

　好き、と口にした瞬間、掠れた低い声に名前を呼ばれた。その余裕のない息遣いに、百花の下腹部もきゅん、と激しく収縮する。

「っく、──ぅ……！」

「ふぁああ──っ！」

　つい強めに締め付けてしまったせいで、透夜も快楽を極めたらしい。ぐちゅんっ、と激しい音が聞こえた直後、再び息を詰めた透夜に膣の中へ大量の熱を注ぎ込まれた。

　百花の膣内も感覚が鈍くなっているはずなのに、まるで火傷をするのではないかと思うほどの熱を感じる。熱い精液で満たされた百花の身体も、びくびくと跳ねて過剰に反応する。

　しばらくそのまま吐精されていた百花だが、やがて本当に体力が底を突く。限界を迎えてシーツの上に崩れ落ちると、収まっていた陰茎がぶるりと抜け出て、股の間にも熱蜜がかかった。太腿を伝う透夜の精液でシーツが濡れてしまう気がしたが、百花の身体をひっくり返してそのまま口付けてくる透夜は、特に気にしていないようだ。

「あんまり、頑張りすぎるなよ」

「透夜さん……」

「何かあったら教えてほしい、俺を頼ってほしい。俺は百花の、夫なんだから」

　透夜の笑顔に、百花もようやく微笑みを返す。百花にはまだまだ考えなければならないこともやらなければいけないこともたくさんあるけれど、透夜が応援してくれるのならきっと頑張れるから。

　腕を伸ばして口付けをねだる。可愛いキスを重ね合うと、百花の不安はじんわりと溶けて消えていく気がした。




　その後シャワーを浴びてから食堂に戻ると、両親が先ほどと服装が違うことに少し不思議そうな顔をした。何も聞かれないうちに「さっぱりリフレッシュしてきたから、もう大丈夫だよ」と誤魔化したが、父と違って勘が良い母の微笑みを見るに、彼女は何かを察したのかもしれない。

　結局は何も訊ねられなかったが、下腹部に違和感が残ったままの百花は、その日の食堂の営業を終えるまでなんとなく落ち着かない気分を味わい続けた。







第六話








「いらっしゃいませ」

　本日最後の客が入店してきたことに気付いた百花は、入り口に駆け寄ると明るい笑顔でその客を迎え入れた。

　入店してきたのは男性と女性の二人組。男性は百花の夫である国森透夜、もう一人の女性は、郷見総合病院の外科病棟で看護師として勤務している女性、小お河がわ麗れい奈なだ。

「……国森先生、ここは」

「ん？　俺の嫁の実家」

「！　よ、嫁……!?」

　同僚から『レイ』と呼ばれている麗奈は、透夜から「一緒に食事に行かないか」と誘われると大喜びで誘いに乗ってくれたらしい。しかしその行き先は彼女の期待通りの場所ではなかった。

　空いているテーブル席に腰を下ろした透夜を、麗奈が困惑の表情で見つめる。

「先生、ご結婚されてるん……ですか？」

「ああ。まだ新婚だけどな」

「……新、婚」

　ただ夫婦と聞くよりも甘く熱い関係性を匂わせる言葉選びに、麗奈が呆然と呟く。その反応を見るに、彼女は百花と透夜がすでに結婚しているという事実を知らなかったらしい。

　美しい顔立ちの女性が顔面蒼白で立ち尽くしている姿はどこか痛々しかったが、透夜に麗奈の都合を気にしている様子はない。

「あの、先生……私、別のお店が……」

「ん？」

「というより、私なんだか少し体調が……」

「ああ、腹減ってるんだろ？　もうこんな時間だもんな」

　自分の身に起こる状況を察したのか、麗奈がこの場から立ち去ろうと口を開いた。だが看護師という職業柄のせいか、医師である透夜の言葉にストレートに意見するのはどうしても躊躇われるらしい。決定的な拒否が出来ずその場に棒立ちになっている。

　もちろん透夜は強制的に麗奈をこの場に連れて来たわけでも、どうしても帰りたいというのに引き留めているわけでもない。

「お義父さん、ハヤシライス二つ」

「おう」

　透夜の声にいつもの調子で返答する父と異なり、知りたくなかった情報を重ねられた麗奈がまた「おとう、さん……」と覇気を失ったように呟く。

　そんな麗奈を向かいの席に座るよう促した透夜は、麗奈が腰を下ろすのを待ってからゆっくりと口を開いた。

「小河さん、何か悩みでもあるのか？」

「……え」

「大したアドバイスは出来ないかもしれないが、俺でよければ相談に乗るぞ」

　仕事の後で憧れの人から食事に誘われた麗奈だ。まさか憎き恋敵の根城に誘い込まれ、しかも複数対一人という最悪な状況に陥るとは思ってもいなかったようだ。百花の目にも彼女が困惑している様子は理解できる。

　しかしこの場に麗奈を誘い込んだ張本人に優しい言葉をかけられたことで、麗奈はさらに困惑したらしい。彼女の目がまん丸に見開く。

「え、いえ……その」

「ナースもストレス溜まるよな。患者は多いし、家族の要望も聞かなきゃいけないし、俺たちドクターは無茶ぶりするし、師長は怖いし、検査も透析もリハも融通利かないし、毎日よくやってくれてると思うよ」

　透夜から寄り添うような言葉をかけられ、麗奈が一瞬泣きそうな表情を見せた。

　百花には彼女の仕事内容や大変さの正確なところはわからないが、看護師も人の命を預かるという大変な仕事だ。透夜の言うように各方面から様々なプレッシャーをかけられ、毎日仕事をこなしていくだけでストレスがかかるのかもしれない。

「でも小河さん、そのストレスを無関係の人にぶつけてはいないか？」

　一度寄り添う言葉をかけた透夜だったが、安堵しかけた麗奈にしっかりと釘をさす。その瞬間、彼女の表情がピシリと固まった。

　透夜が麗奈をここに呼んだのは、彼女の悩みを聞くためではない。経緯はどうあれ、星川食堂の経営を苛む彼女の行動には、家族全員が困り果てているのだ。

「勝手に申し訳ないが、色々調べさせてもらった。院内に『星川食堂の食事が美味しくない』と噂を流してるのは、君だな？」

「あ……いえ……」

　透夜に問いかけられて咄嗟に否定しようとした麗奈だったが、自分と同じかそれ以上に美しく整った顔立ちの透夜に冷たい視線を向けられると、あまりの迫力で言葉が出なくなったらしい。透夜の姿からサッと視線を下げた麗奈は、そのまま何も言えずに俯いてしまう。

「最初は、君の同僚が星川食堂の味を褒めたことを否定するだけだった。けど病棟内に『接客態度が良くない』『店が不衛生』『料理に異物が混入していた』とありもしない噂を流して、ついには他部署の職員にも悪口を言い始めた。仲が良い同僚に協力させて悪評を広めるだけじゃなく、わざわざこの食堂に偵察に来て口コミ投稿をするほどエスカレートしてしまった」

「ちが……！　国森先生、違うんです！」

　透夜が淡々と語った話を、がばっと顔を上げた麗奈が大きな声で否定する。麗奈に口を挟まれた透夜は自分の話を一度中断すると、青白い顔のまま震える麗奈をじっと見据えた。

「違うのか？　なら俺が見聞きした話と相違がある部分を、ちゃんと訂正して教えてほしい」

「……私じゃありません」

　どの話が、と指定せず、ただ無関係だと主張する。しかしそんな曖昧な言い訳で麗奈の言葉を信用することはできない。

　百花も透夜から詳細な報告を聞いたときは驚いた。顔が広い透夜は、百花の話を聞いてすぐに院内で聞き込みを行ってくれた。もちろん業務時間内に仕事と関係がない話に没頭するわけにはいかないし、透夜が疑っていることが麗奈に知られて隠蔽されても困る。そのため、密かに正確な情報を得るまでに時間を要してしまったが、噂の証拠自体は透夜の想定よりも早く集めることが出来た。

　そしてその中には、百花や両親が知らない情報も含まれていた。特に悪口の書き込みが始まった時期は百花の想像よりもずっと前で、さらにサイトの口コミに書き込まれたことよりもひどい内容が、それより前から院内で噂されていたとは思ってもいなかった。

　けれど納得できる部分もある。よく考えてみれば二十年以上前からたくさんの人に愛されてきた食堂なのに、突然、しかも夜の営業だけ客足が減るなんて明らかにおかしい。近くに競合となる飲食店が開店した事実もないのに急に経営不振となったのは、この小河麗奈が意図的に悪評を流していたからだったのだ。

　とはいえ彼女は簡単に認めないだろう。案の定知らぬ存ぜぬを通そうとした麗奈だったが、透夜は彼女が言い逃れようとするだろうことも織り込み済みだった。

「そうか。けどＳＮＳのアカウントと飲食店検索サイトのアプリを連携したのは失敗だったな」

「え……」

「サブアカウントならバレないと思ったのかもしれないが、そのアカウントと普段使ってるアカウント、登録メールアドレス同じだろ？」

　彼女にも思い当たる節があるのだろう。透夜に指摘され、今度こそ麗奈の顔面からサーッと血の気が引いていった。

「できれば刑事告訴はしたくないが、偽計業務妨害が認められれば『三年以下の懲役又は五十万円以下の罰金』が科せられる。その子細を確認するために、俺が個人的に調べるよりももっと厳しい目で事実関係を調査されると思うが、小河さんはそれでもいいのか？」

「あ……え、……えっと……」

　透夜の口から飛び出す穏やかではないワードの数々に、麗奈がわなわなと震え出す。

　もし本当に彼女に身に覚えがないのなら、調べても構わないと言うところだ。しかし瞳の奥に恐怖と不安の色を滲ませて震える様子を見るに、透夜の言葉は事実なのだろう。そしてこれまでの行いの代償を透夜から突きつけられた彼女は、自分の言動がどれほど罪深く迷惑であるかを理解したはずだ。

　しん、と食堂の中が静まり返る。

　麗奈は何を口にすればいいのだろうかと視線を彷徨わせていたが、その静寂の中に能天気な母の声が響いた。

「お待たせいたしました。ハヤシライス二つです～」

　場にそぐわないほど明るい声音で話しかけられると、視線を上げた透夜が首だけで頷いた。先に用意してあったスプーンを手に取った透夜が、先端に巻いてあったペーパーナプキンを外しつつ麗奈に声をかける。

「食べないのか？　美味しいぞ？」

「いえ……その」

　透夜に食事を促された麗奈が再び困惑の表情を見せる。おそらく食事も喉を通らないことだろう。だがせっかく父が用意した食事なのだ。もし喉が詰まりそうだと言うのなら、お水を飲めばいい。

「どうぞ」

「え……あ……ありがとう、ございます」

　これまで一方的に睨み付けられて冷たい態度を取られてきた百花は、麗奈に近付くことが少しだけ怖かった。また強い口調や視線を向けられるかもしれないと思ったが、それでも百花は彼女に伝えたいことがあった。だから百花はグラスに水を注ぎ終わると、麗奈に正面からしっかりと向き合った。

「小河さんは、透夜さんのお仕事を間近で見れるんですよね」

「え……？」

「羨ましいです。私、お仕事をしているところは見れないですし、透夜さんのお役には立てませんから」

　それは星川食堂の娘や従業員としての言葉ではない。透夜が百花を『妻』として紹介し、この関係は何があっても揺るがないと示してくれるのならば、百花も『夫』である透夜の気持ちに応えたい。透夜がこの食堂のことも百花自身のことも好きだと言ってくれるのなら、百花も自分の言葉で意思を示さなければならないだろう。

「今後も夫を支えてくださいね。どうぞよろしくお願いします」

　百花がぺこりと頭を下げると、麗奈が驚愕の表情を見せた。その表情を確認した百花は、麗奈は百花に怒られるか牽制されると思っていたのだと感じた。

　けれど百花は、透夜の妻として認めてほしいわけではない。彼女が自分たちの関係をどう思おうと関係ない。百花にとって大事なのは、透夜と星川食堂の今後なのだから。

「妻は許す、と言っているが。……さて、小河さんはどうする？」

「え……あ、あの……」

　すっと目を細めた透夜が、麗奈の意思を確認するように問いかける。その言葉は彼女の行いを窘めるような台詞だったが、それよりもその後ふと呟いた言葉の方が、彼女には衝撃が大きかったようだ。

「このハヤシライス、俺の思い出の味なんだ。だからこの店が無くなるのは、困るんだよな」

「……!!」

　透夜がぼそっと呟いた言葉に、麗奈は自分の身勝手な言動が透夜を深く傷つけてしまったことを悟ったらしい。

「ご、ごめん、なさい……」

　麗奈が震える声で心底後悔しているように呟く。謝罪の台詞は小さな声だったが、確かに紡がれた言葉は百花にもしっかりと聞こえていた。

　俯いた麗奈が膝の上に置いた手に力を込める。そして自分の想いをぽつぽつと零し始める。

「国森先生がこのお店とあなたを好いていると知って……。私、ずっと国森先生が好きだったから……羨ましくて」

　本人を目の前にして想いを口にする声から、最初に会ったときのような高飛車な様子は一切感じられない。深く反省したように沈んだ声を聞いて、それが彼女の本心なのだと感じた百花は、

「申し訳、ありません……でした」

　と口にする麗奈の謝罪を素直に受け入れることにした。

「もう二度と、変な噂を流さないでくださいね」

「……はい」

「あと周りの誤解はちゃんと解いてください。貴方が噂を流した方には、ちゃんと貴方自身で訂正をお願いします。じゃないと本当に訴えちゃいますから」

　百花が不機嫌を隠さず口にすると、麗奈がまた泣きそうな顔になった。彼女もこれ以上透夜に嫌われたくはないはずだし、出来ることなら法の番人の世話にもなりたくないだろう。

　震える声で「お約束します」と呟いたのを聞き届けた百花も、ようやくほっと息をついた。

「じゃあ、ハヤシライスちゃんと食べてくださいね。冷めちゃいますよ」

「この状況で普通に飯食わせようとするのか……お前ら、本当に容赦ねぇな」

　厨房の中から父が呆れたように呟く。物静かで頑固に見られがちな父だが、実は根が優しい人だ。麗奈を気遣って無理に食べる必要はない、と言うが、百花も、おそらく透夜も同じ気持ちだ。

　別に無理に食べさせようとしているのではない。ただ彼女にも、少しずつでいいから星川食堂の味を知ってほしい。美味しい食事を先入観なく食べることが出来たら、彼女もきっとこの店を気に入ってくれるはずだから。




　ハヤシライスを食べ終えた麗奈が帰った後、暖簾と幟を下げた食堂の中で家族会議が開かれた。

「悪かったな、先生。本当に助かったよ」

「いえ……立場上他部署と接する機会が多いので、情報を得やすかっただけです」

　父に感謝の気持ちを示された透夜が苦笑する。透夜は大きな負担になっていないと言うが、ただでさえ忙しい彼が時間を割いて色々聞き込みをしてくれたのだ。父の言う通り、百花も感謝しているし、これで少しずつ経営状態が戻ってくれればいいと思う。

　テーブル席に座ってほっと息をつく百花と透夜の傍で、カウンターに寄りかかった父がふと透夜の顔を見つめてきた。

「でもな……先生、女の人にモテるだろ？」

　いつもより声のトーンが落ちた父に、百花だけではなく透夜も「え？」と首を傾げた。

　顔を上げて父の表情を確認すると、百花の目にも珍しいほど父が険しい表情をしている。

「俺や母ちゃんが辛い思いをするぶんにはいい。けど、今回みたいなことが起こるたびに、先生は百花を悲しませるのか？」

　核心を突くような父の言葉に、百花の向かいに座った透夜がハッと息を飲んだ。

「俺は百花も先生も嬉しそうだったから、結婚の提案に乗った。二人が仲良くやれるんなら、俺は先生に百花を託してもいいと思った。……でも百花は今回、一人で随分苦しんだ」

　百花は上手く隠していたつもりだったが、やはり父はすべて理解していたのだ。原因が判明したのは透夜のおかげであるが、その原因を作ったのも透夜自身である。もちろん彼が百花と麗奈の間で揺れ動いていたとか、麗奈に思わせぶりな態度を取ったという事実はない。麗奈が一方的に透夜のことを好いていただけなのだから、透夜には何も非はない。

　それでも女性に好かれる職業や収入、容姿や性格を持つ以上、透夜に好意を寄せる女性はこれから先も現れるだろう。そのたびに百花が傷付くことを、父は親として危惧しているのだ。

「この子は先生の助けになるような資格を持ってるわけじゃない。特別に頭がいいわけでもない。けどいつも明るく笑顔でいられる子だ。もういい大人になったが、それでも俺たちの大事な娘なんだ」

　父がいつになく真剣な表情で透夜に訴える。どちらかというと物静かで職人気質の父に、面と向かって褒められたことはない。愛情を向けられていることや心配されていることは感じ取っていたが、言葉にして『大事な娘だ』と言われたことがなかったので胸がじんと熱くなる。

「だから先生が百花を大事に出来ないなら、俺たちに返してもらいたい。もちろん、支援を受けた分の金は何年かかっても返す」

「ちょっと、お父さん！　透夜さんは悪くないのに……！」

「いいから、百花は黙ってろ」

　父の気持ちを嬉しく感じていたが、その父が透夜に向って言い放った言葉には思わず焦ってしまう。もちろん父の気持ちはありがたいが、何も悪くない透夜を責める必要も、それを理由に百花と透夜を引き離す必要もないのに。

　黙ってろ、と制止されて言葉を発せなくなった百花だったが、透夜の行動は早かった。彼は身体の正面を父の方へ向けるように座り直し、父以上に真剣な声と表情で言い募った。

「確かにお義父さんの言う通りです。今回の件は、俺がこの状況を作って百花さんを苦しめたようなもの。本当に、返す言葉もありません」

　透夜が少し目を伏せて後悔の気持ちを滲ませる。百花を傷つけてしまった、と自分自身を責めるので、百花はすぐに「そんなことはない」と否定したくなった。

　しかし百花が口を開くよりも、透夜が再び口を開く方が早かった。

「けど、それでも俺は百花さんと一緒にいたい。俺には百花さんが必要なんです」

　視線を上げて父に向き直ってはっきりと宣言した言葉に、百花はまたじんと胸を打たれた。透夜のストレートな言葉と何よりも大切にしてくれるという気持ちが嬉しくて、思わず涙が溢れそうになる。

「百花さんが俺を癒してくれるように、俺も百花さんを癒したいと思っています」

「透夜さん……」

「今まで以上に百花さんを大切にします。今後同じことが起こらないように気を付けるのはもちろんですが、そのためには自分の意思をはっきり示すのが一番だと思っています」

　ふと透夜が語った言葉に、百花はほんの少しの引っ掛かりを覚えた。自分の意思を示す、という意味がわからず、顔を上げて透夜の横顔を見つめる。

「だからお義父さん──百花さんとの結婚を報告する許可をください」

「え……どういうこと？」

　透夜の言葉に百花は再び首を傾げる。その問いかけに答えたのは父だった。

「俺が口止めしてたんだ」

「く、口止め……？」

「先生のような優秀なお医者さんと結婚となれば、周りは良くも悪くも百花に注目する。そんな中ですぐに別れるようなことになったら、傷付くのは百花だからな」

　ここは病院の隣にある食堂だから、という言葉に、ようやく透夜と父の意図を理解する。確かに小さな違和感はあった。透夜と入籍してすぐに『国森百花』に変わった保険証を受け取り、戸籍の上では間違いなく彼の妻になった。食堂の常連であり父の友人でもある守衛の洋一郎も百花と透夜の結婚を知っており、だから夜間会いに来たと告げても疑問に思わずすんなり通してくれる。

　なのに先ほど透夜が百花を『自分の妻だ』と紹介したとき、麗奈は信じられない事実を聞いたような顔をした。さらに以前、夜の郷見総合病院の中央ロビーで会話をしていた麗奈たちは、『あんな女を好きなんて』とまるで透夜の片想いのような言い方をしていたし、『通えなくなっちゃえばいいのに』と食堂以外で百花と透夜が会う機会がないような言い回しもしていた。

　そのときはあまり疑問に思わなかった。だがよく考えれば、あれは彼女たちが透夜と百花がすでに結婚していることを知らなかったからこその反応なのだ。

「先生が一時的な気持ちじゃなく、百花をちゃんと大事にしてくれると証明できるまでは公表はしないでくれとお願いしてたんだ」

「そうだったんだ……」

　父が打ち明けた事実に、百花も納得する。

　透夜と父は、百花の知らないところで『百花の身も心も守れると証明できるまでは結婚の事実を公表しない』と約束を交わしていた。事務手続きや緊急時の窓口が必要になるので一部の者には伝えるが、その他の郷見総合病院の職員には二人の関係が落ち着くまでは公表しない──それがエリートドクターである透夜と百花の結婚を許可する、父の条件だったのだ。

「覚悟は決まったんだな？」

「もちろんです。俺は最初から百花さんを大切にするつもりでしたから」

　父の問いかけに透夜が即答する。

　本当はもっと早くに公表したかった。百花の夫は自分だけだし、どんなに好意を寄せられても自分には妻がいるので相手をするつもりはない。──ずっとそう言いたかった、と透夜の視線が真剣に語るので、百花の頬はだんだんと火照ってしまう。

「百花はどうしたい？」

「私も、透夜さんと一緒にいたい」

　そして百花も、即答だった。

「私じゃ何も役に立たないかもしれない。透夜さんに迷惑をかけることも、甘えてしまうこともあるかもしれない。それでも、私も透夜さんと一緒にいたい」

　父の問いかけに迷いなく答える。父親に自分の好きな人……夫への愛情を語るのは少し照れくさかったが、百花の真剣な言葉に、父もすぐに頷いてくれた。

「わかった。それならもう、公表してもいい。……透夜君、百花を大事にしてやってくれ」

「もちろんです」

　それは透夜を『先生』と呼んでいた父が、はじめて名前で呼ぶ瞬間。──本当の意味で、父が百花の結婚相手として透夜を認めた瞬間だった。

「で、この先どうしましょうねぇ」

　透夜と父から向けられる愛情にそっと感謝していると、今まで黙っていた母がのんびりと呟いた。その何気ない問いかけを聞き、感動に浸っていた百花も、決意を新たにする透夜も、自分で言った言葉に自分で照れていた父もハッと我に返る。

「原因はわかったし、これ以上根も葉もない噂が広がることはないでしょうけど、失った信用を取り戻すには時間がかかるわよ」

「確かになァ」

「そうですね」

　母に改めて現実を突きつけられると、父も透夜も遠い目をしてため息をついた。

　確かに、夜営業の経営が低迷していた最大の理由である噂や悪評の出所はわかった。その原因にしっかりと釘を刺し、これ以上噂を広げないように手は打った。飲食店検索サイトの口コミ投稿も削除してもらうつもりだし、嘘もちゃんと訂正してもらうが、それでも失った信頼を取り戻すまでには時間がかかる。

　苦しい状況を打開するには何か策を考えなければいけない──その重い空気を打ち破るように、百花が「ハイ！」と挙手をする。

「実は私、いい案を考えてるの」

「案？」

　父と目が合った百花は、得意げに胸を張った。

「お父さん、病院の守衛さんに仲いい人いるよね？」

「ああ、洋さんか。麻雀の面子だな」

「そうそう。その洋さんが、透夜さんの夜食のお弁当を『いいなぁ』って羨ましがってたの」

　郷見総合病院に勤務する守衛の洋一郎は、父の友人である。年齢も近く趣味も合い、妻を早くに亡くし子供たちも自立した彼は、友人が店主であるこの星川食堂に顔を出すことも多い。もちろん百花とも知り合いである。

　そんな彼が透夜のために作ったお弁当を羨ましがる様子を見たときから考えていたのだ。彼のような独身の者にも、勤務中に星川食堂の弁当を届けられたら、と。

「透夜さん、前に病院の休憩スペースに自動販売機があるって言ってましたよね？」

　百花は以前、透夜から郷見総合病院の食事と休憩スペースの状況について聞いたことがあった。その話に聞き間違いがないよう、再度確認のために質問する。

「ああ、そうだな。休憩できるスペースは何か所かあるが、どこも飲み物やインスタント食品の自販機が設置してある」

「じゃあ、そこにうちの自販機を設置するのはどうかな？」

　透夜に問いかけると、百花の発想に気付いた彼がフム、と息を漏らした。

「なるほど、自販機で弁当を販売するのか」

「そうです。夜勤の人もスタッフ食堂を利用したりコンビニで食事を用意したりすると思うんですけど、売店の営業時間が終わったあとでも好きなときにお弁当を買えれば、喜ばれるんじゃないかな、と思って」

　病院内の売店は営業時間が限られており、時間外に買い物をすることはできない。だが自販機ならば二十四時間買い物ができる。さらに夕方自販機へ弁当を補充すれば、夜勤者だけではなく、帰宅する日勤の人が買って帰ることも可能だ。

「今は夜の営業のお客さんも少ないから、午後の仕込みの時間に余裕があるものね」

「それに注文を受けて調理するわけじゃねえから、メニュー次第では余った材料を捨てずに有効活用できるわけか」

　百花の提案に、母と父も興味深げに頷く。

「もちろん買われなかった分のロスも出ちゃうけど、その分は値下げしてもいいと思うの。とにかく今は、味は悪くないってことを再認識してもらうのが大事かな、と思って」

　お弁当の卸先が隣の敷地にある病院だけならば、仲介の業者を入れる必要も、新たにアルバイトを雇う必要もない。家族の誰かが弁当補充のために仕事を中断する時間も最小限で済む。距離が近ければ運搬も管理もしやすいので、星川食堂の現在の体制を維持したままで病院の職員にもう一度父の料理を味わってもらうチャンスが得られるのだ。

　父も百花の提案に納得したようだ。そして何か悪だくみを思いついたように、娘の顔を見てニカッと笑う。

「自販機のことは、さっちゃんに頼んでみるかぁ」

「……さっちゃん？」

「郷見院長だよ。さっちゃんも麻雀仲間だから、今度コテンパンに負かした後に自販機置かせろ、って捻じ込んでやろうかと」

　父が愉快そうに笑うので、百花と母はついため息をついてしまう。戦績は半々らしいので父の思い描く通りになるかどうかは微妙なところだが、確かに病院内に自販機を設置するとなれば経営者に承諾と許可を得なければならない。父は父なりにちゃんと考えてくれているのだろう。

「……お義父さんは、一体何者なんだ？」

「えっと、普通の食堂の店主……なんですけど。昔から顔は広いんですよね」

「そ、そうか……期待できるな」

　透夜が驚愕と感心が入り混じったように頷く。おそらく郷見総合病院長という人物は、透夜ですら簡単に意見できない相手なのだろう。父はその郷見院長に勝負を持ちかけて自販機を設置させようとしているのだ。それは驚くに決まっている。

　透夜の困惑する表情に、百花は曖昧な苦笑いを浮かべることしか出来なかった。




「透夜さん、今回は本当にありがとうございました」

　透夜と一緒にマンションへ戻り入浴と就寝の準備を済ませた百花は、先にベッドへ入っていた透夜の傍に立って深々と頭を下げた。百花の丁寧な謝礼に表情をゆるめた透夜が、妻の腕を引いて身体をぎゅっと抱きしめてくれた。

「両親の前で改めてプロポーズしてくれたの、嬉しかったです」

「本心だぞ」

　百花と違い、透夜には一切照れる様子がない。さらに腕を引いた透夜が自分の脚の上に百花を乗せようとするので、百花も彼の求めに応じて大人しく導きに従う。

　脚の上に体重がかかれば負担になるのではないかと考えてお尻を浮かせていると、腰に絡みついた透夜の腕にぐいっと身体を引っ張られた。

　腕の中から透夜の顔をじっと見つめると、目が合った透夜がそっと首を傾げる。

「百花、これからも弁当作ってくれるんだよな？」

「え？」

「お義父さんの飯ももちろん美味いよ。けど、百花の作る弁当は俺だけのものだ」

　星川食堂の経営を回復させる戦略として、今後お弁当の自動販売機を設置する案を進めていく予定だが、それはあくまで病院の職員用だ。もちろん透夜が買って食べることも可能だし、味だけを追求するなら父の料理の方が美味しいに決まっている。

　だが彼は、やはり百花の作るお弁当がいい、と言う。愛情を込めた弁当は自分だけの特権だから、無くしてほしくないし、他では嫌だと言う。

「もちろん、ちゃんと作りますよ」

「そうか、よかった」

　百花の笑顔を見た透夜が、ほっと安心したように微笑む。百花よりも年上の透夜だが、妻に対しては思いのほか甘え上手だ。

　ぎゅっと抱きしめる可愛らしい触れ合いだったが、互いの体温を感じているうちに背中や顔まで温かく火照ってくる。心臓もドキドキするし、脚ももぞもぞ動いてしまうし、気分もなんとなくソワソワする。

「百花……」

「ん……透夜さん」

　それは百花だけではなく透夜も同じようで、顎に添えた指先にくいっと上を向かされると、そのまま唇を重ねられた。

　ちゅ、ちゅっと触れるだけのキスをする。音が鳴るたびに恥ずかしくなって、口付けるたびに嬉しくなって、顔が離れるたびに照れてしまうような可愛らしい戯れ。それがいつの間にか舌を挿し込まれて、舌を絡め合ってお互いに激しく貪り合うような、大人のキスに変わっている。

「ん……はぁ、ぁっ……とうや、さ……」

　透夜のシャツにぎゅっと掴まり、もっと、とねだる。もっとたくさんキスしてほしい。もっとたくさん触れてほしい。

「脱がせていいか？」

「……はい」

「今日は素直だな」

　透夜がワンピースのリボンを解くが、その手は百花を焦らすためにわざとゆっくりと動いているような気がする。緩慢な動きに、もどかしさが募っていく。

　レースのリボンが肌の上を滑ってするりと落ちる。照明を落としていない明るい部屋で身体を見られるのは恥ずかしい。けれどお風呂上がりで下着を着用していない胸を下から持ち上げられると、それだけで身体がピク、と反応してしまう。

「ん……んぅ」

「可愛いな。百花がいやらしい顔で俺を誘ってくる」

「い、いやらしい顔なんて……して、ません」

　両方の手で白い餅をこねるような動きに照れていると、それを感じている表情だと判断したらしい。首筋に唇を寄せて、肌の上をちゅ、と吸い上げながら楽しそうに笑われる。

「んん、っぁ」

「百花の胸、俺に触られて気持ちイイ、もっと触って、って震えてる」

「ち、ちがいますよ……っ、ん」

　胸の頂点が固く膨らんでしまうのは生理的反応だ。触れられれば誰でもこうなるはずなのに、透夜は百花の反応を責めるように手のひらで胸全体を持ち上げ、親指だけを器用に動かして乳首をくりゅくりゅと優しく捏ね回す。

「だめ……さわ、ちゃ……やぁ」

　その優しい触れ方の中に、時折突起をきゅっと摘まむような動きや、くぅっと押すような動きが混ざる。自分で身体を洗うときには何も感じないのに、透夜が胸を弄ぶたびに身体の奥がきゅん、と疼くように反応する。

　哀願するように透夜を見つめると、胸に触れていた手が離れた。

「ああ、そういえばあんまりこっちに触ったことないよな」

　そのままいつものように頭を撫でてくれるのだろうと思っていたが、透夜の手が向かった場所は胸より上ではなく下──その手の動きにつられて視線を下げると、彼の指先はショーツの布越しに恥部をトントンと撫でていた。

「百花が中でもちゃんと感じるから、俺もすぐ挿れたくなる。けど、そろそろここも慣らしていくか」

「え、あ……あの……？」

「いっぱい撫でて、ちゃんと気持ち良くなる事も教えるから」

　透夜がにやりと笑う表情を見て、背筋がふるるっと震える。期待と緊張で身が強張る。怯える百花を開発すると宣言した透夜は、レースのショーツを引き下ろすと再び自分の脚の上に百花を跨らせて向かい合わせになった。

「ああ、もう濡れてるのか」

　透夜の脚に阻害されて閉じられなくなった股に、彼の指が侵入してくる。思わず身体がぴくん、と跳ねるが、透夜は百花の反応を気にせず、しっとりと濡れた花弁の周囲をすりすりと撫ではじめた。

「百花がいつも感じてるのは一番奥。普通、ここに指は届かない」

「指は……？」

「俺のは届いてるだろ。突くとイイ反応するもんな」

「……！」

　透夜にごく当たり前のように告げられ、全身が一気に燃焼するほど恥ずかしくなってしまう。

　百花は透夜以外の男性とは経験がないので詳しくはわからない。けれど透夜に抱かれるのは気持ちいい。キスをすることも、抱き合うことも、撫でられることや奉仕することも、もちろん激しく乱されることも、相手が透夜ならばすべて受け入れてもいいと思える。

　とはいえ、自らの痴態を言葉で説明されるとなんとも言えない羞恥を覚えて顔が見れなくなってしまう。

「ここはたまに触ってるが……」

「っぁ、ん……っ」

「敏感だな。ちょっと触れただけだぞ」

　視線を彷徨わせていると、彼の右手の中指が湿った陰核をゆるりと撫でた。その刺激に驚いた百花は小さな声と吐息を漏らすが、透夜はわざとらしい笑みを浮かべるだけで手を止めようとはしない。

　指先が愛液を纏いながら秘部の中央を進む。くちゅ……ぬちゅ……と濡れた音が百花の聴覚と羞恥を刺激する。透夜の中指の先端が膣口の中へちゅぷん、と沈むと、驚いた百花は再びびくっと身を震わせた。

「ここは？」

「っん……なん、か……へんなかんじ……」

　確認の言葉に息を詰まらせつつ答える。透夜の指先は深い場所までは侵入せず、浅い場所を何度か行ったり来たりする。同じ部分を執拗に撫でられると、それよりもっと深い場所から愛液がじわりと溢れてくる。

「なんか、ごりごり、してる……？」

「そんなに固くない。ざらざら、の方が表現としては近いな」

　透夜の中指の腹が膣内の上部にある浅い場所を擦る。何度も同じ窪みを擦り撫でられると、胎の奥に尿意に似た感覚が生じる。

「触ってみるか？」

「いえ……いい、です」

「じゃあ、俺がいなくて寂しいときに一人で触ってみるといい。ただし『俺に触られる想像をしながら』な」

「!?」

　透夜の誘いを拒否すると、なぜかもっと恥ずかしい状況で触ることを提案された。百花はそれも拒否しようとしたが、言葉になる前に透夜の指が同じ場所を強めに押し上げた。

「っぁ、あっ……！」

「そう、ちゃんと指の動きを意識して」

　透夜の右手は同じ場所だけを執拗に責め立てる。断続的に続く刺激に耐えようとした百花は、無意識に呼吸を止めていたらしい。ざらざらした部分を何度も擦りつぶされ、甘い声を零しながら短い呼吸を繰り返す。

「濡れてきたな」

　透夜の報告とほぼ同時に蜜壺の奥から粘度の低い水分が溢れ出した。百花自身にもわかるほど多量の蜜が滲むと、透夜の指の動きが少しずつ加速していく。

「や、ぁ、あんっ、あ、あっ……！」

「ほら、聞こえるか？　これ百花の音だぞ？」

「や、やめっ……ぇ、ああっ」

　ぐちゅぐちゅと激しい音の間に、ぷちゅ、ぐしゅっと水泡が潰れる音が混ざる。膣内に疼く熱を掻きだすように内壁の上部を重点的に擦られて、透夜のシャツに縋りつきながら必死に喘ぐ。ざらついた場所を引っかかれる度に、胎の奥から快感がせり上がってくる。

「やぁ、あっ……ん、だ、めぇ……あ、ああっ」

　透夜が指先を激しく動かすと、股の内側ががくがくと痙攣する。快感が一気に増幅する。

　そのままぐりぐりと擦られ続けると、百花の秘部から大量の蜜汁が勢いよく噴出した。

「んん、んぅ……っふ、ぁああっ！」

　ぴしゃっ、ぷしゅっ、と愛液をまき散らし、透夜の手のひらや手首がぐっしょりと濡れていく。まるで失禁したように激しく達した百花は、透夜の手の動きが完全に止まるまで絶頂の反応を止められなかった。

「はぁ、……はぁ、……ん」

「気持ち良かっただろ？」

　激しい快感の余韻が消えると、身体がくたりと脱力した。

　力が抜けた百花の身体を抱き留めた透夜が、楽しそうな声で問いかけてくる。しかし今まで経験したことのない達し方をした百花は、あまりの羞恥と困惑からそのまま消えてしまいたくなった。

「ごめん、なさい……私……」

「今のところもまた触ってやるから、ゆっくり色々覚えような」

「……え？」

　罪悪感で縮こまった百花が消え入りそうな声で謝罪するも、透夜は一切気にしていない様子だ。てっきり自分が粗相をしてしまったと思った百花は、あっさりとした透夜の態度にきょとんとしてしまう。

　その顔を見て透夜も状況を理解したらしい。くつくつと笑いながら「今のは失禁したわけじゃない」と教えてくれる。ならば何なのか、と問いかけようとした百花に、透夜がまた優しく微笑んだ。

「疲れてないか？」

　透夜に優しい声で訊ねられた百花は、つい「まだするの？」と聞きたくなった。しかし気持ち良くなったのは百花だけで、透夜はまだ何もしていない。百花ばかりが触られて気持ち良くなってしまったことに気付くと、余計に恥ずかしくなり疲労も吹き飛んでしまう。

　透夜の太腿の上に座ったまま、彼が衣服を脱ぐ様子をじっと見つめる。シャツを脱ぎ去って前髪をかき上げる仕草を見ると、こんなセクシーな人が私の旦那さまなんだと他人事のように思う。けれど下着の中で固く張り詰めていた雄竿が目の前に現れると、呑気な感想はすぐに消えてしまった。

「ほら、ここに腰下ろして」

「っ……は、い」

　そそり立つ陰茎はまるで凶器のようだ。熱くて固い塊は、今夜も百花の身体に快楽と愛欲を刻み付ける。

　一度腰を浮かせると、先端がお腹につくほど反り返った陰茎を自ら陰唇の中央に宛がう。濡れた膣口は亀頭と触れ合うとくちゅっと水音を立てたが、その音が止む前に腰の位置を下げて透夜の欲棒を呑み込んだ。

「あ……ぁん」

「っ……」

「ん……んぅ……はい、ってる……」

　達したばかりの膣内の痙攣はまだ完全に治まっていない。猛った陰茎を迎え入れると花襞が絡みつくように蠢く。

　百花の蜜穴は透夜の熱を欲している。百花のすべてが、透夜の存在を感じたがっている。

「ひぁ、ああっ……ん」

「百花……締め、すぎだ……」

「あ……ごめ、なさ……」

　ゆっくりと確実に蹂躙されると、あまりの存在感につい下腹部に力を入れてしまう。その収縮が透夜に伝わると少し苦しそうな顔をされるが、透夜は怒っているわけではないようだ。

　唇の端をぺろりと舐めた透夜の瞳に激しい情欲の炎が灯る。百花の腰を掴んだ透夜が、ぐぐっと腰を突き入れてくる。

「あ、あぁ……っ！」

　ずしりと重い衝撃を最奥に感じ、身体がびくっと震える。その動きで中を締め付けると、透夜の表情がさらに快感に歪む。

「ん、んぅ……っあ、とぉ、や……さ……ぁ」

　一旦引いた腰を一気に奥まで突き込まれる。その刺激で全身が甘く麻痺するが、透夜は構わずに腰を揺らし始めた。

　向かい合わせで抱き合ったまま何度も下から突き上げられていた百花だが、ふと腰を掴んでいた透夜の右手が背中に回った。その動きを感じ取る前に、百花の身体がふわりと浮いて、視界がくるっとひっくり返る。

「ひゃぁっ!?　あ、……ぁああっ」

　突然シーツに押し倒されて驚きの声を漏らす百花だったが、それと同時に上から体重をかけられたせいで、さらに挿入が深くなった。膣の奥で眠る子宮口に亀頭部が当たり、懸命に我慢していたのに軽く達してしまう。

「ぁ……ふぁ……な、に……？」

「痛かったか？」

　上からのしかかってきた透夜が顔を覗き込みながら訊ねてくる。優しい笑顔はいつもと変わらないが、口角がわずかに上がっているのは彼が何かを企んでいるときの特徴だ。

「あ、いえ……いきなりだったので、驚いただけで……」

「そうか。じゃあ一旦抜いてやるから、ちゃんと深呼吸しろ」

　透夜の質問に答えると、膣内に収まっていた雄竿がずるりと抜けていく。透夜の身体が離れると、一つになっていたものが二つに離れるような、埋めるものを失って心に穴が開いたような不思議な気持ちになる。

　軽い絶頂を味わったのに決定的な快楽を得損ねた百花は、とろんと滲む視界の中に透夜の姿を探した。こんな中途半端な状態で離れないでほしい、もう一回ちゃんと抱きしめてほしい、と突然消えた温度を求めて、淫筒がむずむずと疼く。

「っ、ひゃぁっ……!?」

　ゆるい快感に恍惚としていた百花だったが、ふと透夜に両足を束ねられ、そのまま高い場所へ持ち上げた。下半身が突然宙に浮いた感覚に驚いて目を見開くと、持ち上げられた脚が覆いかぶさってきた透夜の肩にかけられ、そのままじっと見下ろされている。

「あっ……や、やだぁ……はずかし……っ」

　熱と艶を含んだ視線が秘部に注がれるだけで全身がぞくぞくと震える。透夜の雄竿がヒクヒクと収縮する蜜口に沈むと、その興奮はさらに激しく燃え上がる。

「ふぁ、ああっ！」

　折りたたまれた足の付け根の中央に熱の塊がじゅぷぷっと突き刺さる。腰が高い位置に持ち上がっているせいで当たる場所が変わるのか、先ほど散々刺激されたざらついた場所に再び快感が生まれる。

「ぁ、っ──ん……ふ」

「気持ち良すぎて、声にならないか？」

　透夜が楽しそうに笑う。目を開くと思っていたよりも近い距離に透夜の顔があるので、感じている顔を見られるのではないかとまた恥ずかしくなる。

　百花の反応を確認した透夜の腰が抽挿を再開すると、膣全体がきゅんと疼いた。

「あ、っぁ……だめ、とぉ、や……さぁん」

「ん？」

「っぁあ、だめ……深ぃ……」

　ゆったりとした動きで奥ばかり重点的に突かれる快感に、ぶんぶんと首を振る。

　気持ちいい。透夜に全身を埋め尽くされて愛されているようで恥ずかしい。

　雁部が蜜口の上部のざらついた場所に擦れると、また先ほどと同じように多量の愛液が溢れてくる。そのまま深い場所に太く固い熱棒を埋められ、ぬちゅ、ぐちゅ、とかき回されると意識が飛びそうなほどの激しい快楽に満たされる。

「ああぁ、ゃあ……また、いく……っ」

　透夜の腰が動くと肌同士がぶつかる高い音がする。淫らな抽挿に身を委ねると絶頂の瞬間が近付く。

「っぁ、あ……なん、で？」

　感度の高い場所を責められていた百花は、もう少しで気持ち良くなれるはずだった。なのにあと少しのところで透夜が腰を引いて動きを止めてしまう。

「やだ、透、ゃ……さん……っ」

「百花、どうしてほしい？」

　透夜は百花の反応を楽しんでいるのだろう。もしくは百花に自ら求めてほしいのかもしれない。

　けれど百花は限界寸前だった。もどかしい状態のままで放置される切なさを何度か味わってきた百花は、今この瞬間に同じことをされて、これ以上耐えられる気がしなかった。

　散々焦らされて泣かされて、恥ずかしい姿を見られている透夜にこれ以上隠すものなど何もない。はしたなく乱れる痴態も、中々口に出来ない本音も、百花のすべては透夜のものだ。

「キス、して……ほしい、です」

「！」

　百花が腕を伸ばして口付けをねだると、一瞬目を見開いた透夜が少し顔を赤く染めて息を吐いた。

「ごめんな、俺が悪かった」

「あ……っふ、ぁ……む、ぅ」

　身体を丸めて脚を折り曲げて挿入された状態でぎゅっと抱きしめられる。そのまま唇を重ねられたので、百花も唇を開いて透夜の舌を迎え入れる。百花がほしくてほしくてたまらなかった、透夜からの甘い口付けだ。

　ぴちゃぴちゃと激しい水音がする。それが結合部からの音なのか、重ねた唇の隙間から生じる音なのかは、もうどうでもいい。ただ互いの境界がとろけて混ざり合う感覚に身を委ねる。

「っぁ、あ、やぁ、ああん！」

　今度は焦らすことなく、ほしいままに導いてくれる。百花の腰を掴んだ透夜のスピードが急加速する。

「あっ、ぁん、あっ……いい、……おく、おく、すき……っ」

「百花……もも、か──」

「ふぁ、あ……っ、っぁ」

　名前を呼びながら激しく腰を振られ、百花も感じるままに声を零した。切羽詰まったような透夜の声と表情に百花の性感も高まり、子宮の奥から生じる切ない悦楽に身を任せる。

　きゅん、と子宮が収縮した瞬間、下腹部の奥で何かが弾けた。直後にやってきた激しい愉悦の波が、百花の全身を真っ白に染め上げる。

「んぁ、ああ、ああぁ──！」

「──ッ、百花……」

　百花の絶頂で陰茎が強く締め付けられると、透夜も腰を震わせながら勢いよく射精した。ドクドクと脈打つ感覚が続く間、舌を絡めるように何度も口付けを重ね合う。指を絡めて手のひらを合わせながら、貪るようなキスを繰り返してお互いの存在を確かめる。

　混ざり合った二つの熱い吐息が、はぁ、と空気に溶けると、唇を離した透夜が安堵の表情を見せた。

「早く子どもがほしいな」

「え……気が、早いですよ」

「そうか？」

　百花の指摘に透夜が首を傾げる。早いに越したことはないだろ、と軽い調子で説得され、逆に返答に困ってしまう。そういうものかな、と困惑していると、ふと透夜が耳元に唇を寄せてきて、掠れた声で囁いた。

「俺と百花の子なら、絶対可愛いだろうな」

「～～っ……！」

　甘くて深いその音が、百花の官能に火を点す。透夜の言葉一つでその気になってしまうことを彼も知っているはずなのに、わざと遠回しな言い方で百花を誘惑するのだ。

「頑張らないとな」

「もう、いいですから……っ！」

　身を起こした透夜が再び百花に覆いかぶさってくるので、彼の眼の前に指先を滑り込ませてその動きを制止する。しかし百花の手首を捕まえて指先にキスをする透夜の表情は、何度目になっても真剣そのものだ。







エピローグ








「……百花？」

　郷見総合病院の休憩室に設置された自動販売機の中にお弁当を詰めていると、遠くから声をかけられた。ショーケースを兼ねた扉から身体を半分外へ出して声がした方向へ視線を向けると、白衣を羽織った透夜がこちらを見つめていた。

「あ、透夜さん」

「弁当の補充か？」

　たまたま傍を通りがかったらしい透夜が、そう問いかけながら近付いてくる。

「そうです。透夜さんは診察終わりですか？」

「ああ。これから明日の術前ＩＣをして、病棟カンファレンスが終われば定時で帰れる」

「？　そうなんですねぇ」

「……あんまりわかってないだろ？」

「定時で帰ってくることはわかりました」

　透夜がやや不満そうな声を出すので、百花も笑いながら雑談に応じる。その間も保温棚にお弁当を詰めていく手は休めない。

　麻雀の神様が味方をしてくれたのか、郷見総合病院の院長と弁当の自販機設置権を賭けて大勝負をした父は、本人いわく激闘の末に無事に勝利を収めたらしい。後から透夜が院長に話を聞いてみたところ『そんな勝負なんてしなくても、俺は普通に許可したけどな』と笑われたとのことだったが、ともあれ星川食堂は経営を立て直すひとつの機会を得た。

　最近は昼営業のピークが過ぎてから三十個ほどのお弁当を作り、郷見総合病院の二つの休憩室に設置させてもらった自動販売機にそれぞれ十五個ずつ弁当を補充している。

「お、お弁当補充されてる」

「美味しいよな、このお弁当。この間の焼き鳥弁当も美味かったよ」

　百花と透夜が自動販売機の傍を離れるのと入れ違いに、休憩室に入って来た職員が嬉しそうに自販機のお弁当を購入している。嫌がらせで悪評を流していた看護師の小河麗奈が口コミ投稿を削除して悪い噂を訂正して謝罪してくれたこともあってか、お弁当の売れ行きは好調だ。

「えへへ、作戦成功ですね」

　百花が隣を歩く透夜に微笑むと、彼も優しい笑顔を見せてくれる。

「これがきっかけで食堂にお客さんが来てくれたら最高なんですけど」

「そうだな」

　星川食堂は経営をＶ字回復させるために動き出したばかりだ。お弁当も始めたばかりだし、噂が完全に払拭されて客足が戻るまではまだ時間がかかる。それに経営が落ち着いたからといってお弁当の自販機販売をすっぱりと止めるわけにもいかない。

「でも俺はやっぱり、百花の作ったご飯がいい」

　まだまだ考えることは山積みであると身をつまされていると、透夜がぽつりと呟いた。

　顔を上げると透夜と目が合う。どんなに評判のいい弁当でも、愛妻弁当には敵わない。百花の作るご飯がいい、とまた訴えてくる。

　彼の言葉に励まされて癒される日々を送る百花だが、それは透夜も同じらしい。

「ふふふ、デザート付きですよ」

「それは最高だ」

　百花が微笑むと透夜も楽しげに笑う。

　ふと見つめ合った二人が廊下の片隅に隠れてそっと重ねた口付けは、夜の長さを思わせる甘い蜜の味がした。





　──Ｆｉｎ＊
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　濃蜜ラブルージュさまでははじめまして。紺こん乃の藍あいと申します。

　この度は本作をお手に取って頂きありがとうございます。ドクターヒーローと食堂の看板娘ヒロインのエロ盛りだくさんなストーリー、お楽しみ頂けておりましたら幸いです。

　そう、今回は「いつか機会があったら書いてみたい」と思っていた、ドクターヒーローのお話です。ヒロインが同じ職場に勤めているわけではないので病院のシーンや白衣のシーンは少なめですが、書きながら「わあ！　白衣だ！　透夜さん、白衣で登場してきたよ！」となぜか大興奮気味に執筆させて頂きました。自分ではそんなに白衣萌えすると思ってなかったんですが、実際に書いてみるとすっごく楽しかったですね……笑。

　そんなエリートドクターの溺愛妻となるヒロイン百花ちゃんは、元気と笑顔が取り柄の看板娘。家族とお仕事を頑張っていたら常連客のヒーローに捕まる、ところまではよかったんですが、透夜さんは見かけによらず夜は激しめな旦那様でした。なんなら昼もしてましたね。

　というわけで、濃蜜ラブルージュさまの特色である濃厚エロを目指して、今回は色んな体位や責め方にも挑戦してみました。途中「このエロシーンもうちょっと書きたいんですが……」と相談いたしましたところ、快くＯＫを頂けましたので実は初期よりさらにエロのボリュームがアップしております。

　担当さまのおかげで自由に楽しく執筆させて頂いただけでもありがたいのですが、さらに本作のカバーイラストを森もり原はら八よう鹿か先生に描いて頂けることになり、本当に嬉しいです。美しい二人のイラストがとっても素敵で感無量です～！

　最後に本作をお読み頂きました皆さま、ここまでお付き合いくださり本当にありがとうございました！　また楽しいお話をお届けできるように頑張りますので、どこかでお会いできると嬉しく思います。
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